
移転・現地再建、全ての仲間を尊重して活動を進めています
生まれ育った岡田・新浜を離れずに暮らしたいという遠藤芳広さん。
「野良仕事をしながら、遠くに仙台市街が眺められる環境が好きだった」と言います。
新浜の景色が震災で一変し、現在は「新浜復興の会」の世話人代表を務めています。
会合では若手が多い移転再建グループと年配者が多い現地再建グループ
両者の意見をまとめ、新浜独自の現地復興計画の策定や行政への要望などを行っています。
「どちらのグループでも復興に対する気持ちを持続するためには　
『5年後10年後には、こうありたい！』という夢を持つことが必要。
その上で今後の新浜は、多重堤防や津波避難施設は元より、野球場などの運動施設が復旧し、
地域資源を活かせる道の駅のような施設も出来れば、新浜の魅力が増し
住みたいと思う人が増えるのでは？」と、遠藤さんは一歩先の姿を心に描いています。
震災から1年半が経過し、今後の身の振り方などの判断を一層迫られるなか、
移転再建グループは移転先の協議を開始し、
現地再建グループは仮設集会所の設置に向けて動き始めました。
両者共に多くの課題を抱えながらも、互いの思いを尊重しつつ復興の歩みを進めています。

今月の
ひと

震災復興 地域かわら版
http://www.sendai-mirain.com　

「みらいん」は、

震災からの復興に向けて

歩むまち・仙台の “ひと”と “地域 ”の

今を結ぶ情報紙です。

住民の、新浜への思いを冷静な視点で束ねる　

新浜復興の会　世話人会代表

◀「進捗状況は町内住民に
随時流すようにしていま
す」と皆さんへの配慮を
忘れません

第 10号

2012

パ ズ ルク ロ ス ワ ー ド
①これから収穫の秋。宮城米の代表的な品種といえば
②ネコが研いだり、ひっかいたり
③カレー粉の原料、黄色の染料、漢方薬などになる草
④かつての大河ドラマ『○○の木は残った』のゆかりの地である柴田町。
町の木も、○○の木
⑦仙台市の熱気あふれる一大イベント、みちのく○○○○まつりは、
１０月６～７日の開催
⑧アルカリ性の反対は、○○性
⑨角田市の木。堅くて、ドングリの実がなります
⑪塩釜水産物仲卸市場内で食べる、マイ○○○○丼は観光客に大人気
⑬仙台市の木。定禅寺通りにある並木でおなじみ
⑮俗に、○○○は損気
⑱○○字は歓迎され、○○星は嫌がられます。同じ色が入りますが

①○○○○は発明の母
④蔵王町で梨と並ぶ名産のくだもの。町の花も、○○の花
⑤９月１５～１６日、○○市で開催される、とよま秋まつり
⑥カレンダーを日本語で
⑧宮城県ゆかりの民謡、祝い唄。『○○○時雨』
⑩空母といえば、航空○○○のこと
⑫９月１～２日に鳴子温泉郷で開催された、全国○○○祭り
⑭柔道などで聞かれる、「○○に始まり○○に終わる」
⑮クルマや自転車でパンクするのは？
⑯渡る○○○に鬼はない
⑰秋の代表的な花。富谷町の花にもなっています
⑲宮城県が国内最大の養殖産地。食卓でもおなじみの○○鮭
⑳名取駅から仙台駅を見た方向
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佐藤和丸（さとう　かずまる）
若林区日辺の浄土真宗大谷派・德照寺住職。情報誌への執筆や居酒屋での説法会などを行う、ユニークな人柄と
行動力の持ち主。
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震
も
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す
。
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舎
の
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記

　岡田の鈴木しのさんからうかがった、「朝茶はそ
の日の難を逃れる」。不思議な魅力と説得力をもつ
言葉です。朝茶をいただく少しのゆとりが、1日を
気分よく過ごすコツなのですね。 （芳賀）

　福田町仮設住宅の平山まさ子さん宅にお邪魔
して散髪してもらいました。夏に合うすっきりした
スタイルで涼しいです。さすが床屋を営んでいた
だけあってハサミさばきも見事でした。 （おおが）

お住まいを移転されると、移転先に「みらいん」が届かなくなる可能性が
あります。引越し後もひき続き購読を希望される方は、編集部までご一報
ください。
宛　先：〒984-0011 仙台市若林区六丁の目西町2-12　「みらいん」編集部
T E L：022-390-5755
FA X：022-390-5756　　e-mail：kawara@mmmm.or.jp 

・・・・お住まいを移転される方へ・・・・
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次号は 2012 年 10 月上旬に発行予定です。

前回のこたえ

でした。
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この辺りに
釣り人が
ちらほら

県道
塩釜
亘理
線

　蒲生で銀鮭と鯉の稚魚専門で養殖をしていた山口義雄さんは地震発
生時、稚魚を守るために堤防の水門を閉め、発電機を動かして地下水
を汲み上げた後、中野小学校に避難しました。その後の津波で多くの
友人を亡くし、4月に出荷を控えていた鯉の稚魚120万匹と銀鮭の稚
魚18万匹も全滅、養殖どころではなくなってしまいました。
　震災後は、港地区の町内会役員を依頼されましたが、「家業をなん
とかしなくては」と考え、後に町内会長になる佐藤武夫さん、仮設住
宅の自治会長である佐藤政信さんにその職務をお願いし、事業の再建
に専念することにしました。養魚場を一緒に営んでいた弟の義信さん
は震災前から主に蔵王町遠刈田で稚魚を育てており、兄弟は蒲生との
間を行き来していました。再起を果たす為に、今は遠刈田の地で兄弟
共に働く毎日です。青サギやトンビが空を舞う養殖池の前で、再建に
向けて静かに闘志を燃やす義雄さんです。

　岡田地区・新浜で建設業の「有限会社菊ペン塗装店」を36年営む菊地菊男さん。市街化調
整区域であるこの地域で、先代までは専業農家でした。
　震災当日、新浜の事務所で被災した菊地さんは、会社の発電機を動かして見たテレビで津波
を知り、事務所にいた妻のとも子さんと、近所の方2名を車に乗せて若林区六丁の目のビルへ
避難。3日間お世話になった後は福室の親戚のビルを借りて、被災した若い社員も寝泊まりさせ
ながら、仕事を再開しました。「皆さんの人探しのお手伝いも気がかりでしたが、建設業に係わ
る責任上、災害復旧するためにも速やかに動き出す必要がありました」と、菊地さんは当時の
ことを振り返ります。
　昨年3月30日には、津波被害を免れた自身の塩釜市のアパートへ夫妻で移り住み、現在も
新浜の事務所へ通う日々です。菊地さんは、忙しい仕事の合間を縫って行政の説明会などに積
極的に参加し、不明点をどんどん質問するうちに、「想定の概念でなく、実際に起きたことを基
にした津波シミュレーションは、極めて信頼できる」と、市の震災復興計画の安全性に納得し、
現地再建を決断しました。

　さかのぼること終戦前、塩釜市の魚市場の専務さんや蒲生
の有志の方々が、鰻の養魚場を蒲生に作りました。鰻が下火
になり、山形県上山市で鯉の稚魚を育てていた義雄さんの父
がこの養魚場を引き継いだのです。それが山口養魚場の始ま
りでした。その頃は七北田川河口にハマグリや車エビが沢山
いて自然環境が豊かだったと言います。「蒲生は全てが良かっ
た。水温が高くて稚魚の育ちが早い。遠刈田は水温が低くて、
ひと月の差がある」と、義雄さんは話します。銀鮭の稚魚は
秋までに150㌘程、大きさで20～25㌢に育てた後、志津川、
雄勝へ出荷されて成魚になるまで育てられます。「稚魚が全て
の元だから、この稚魚が無いと海の人の復興は無いんだね。
私らも海の人がいないとやっていけない。自分がこの仕事を
守らないと」と、力を込める義雄さんです。

　菊地さん一家が代々守る墓石を見ると、360年ほどの歴史をもつ旧家。「私らの先人た
ちも過去に津波の被害に遭っているようなんです。この先にナミアライという地名がありま
すから。ところが最近はそのような話も継承しなくなっていたんですね。今回の津波はあ
まりにも大きいから何百年と教科書にも載るでしょうけれど、語り継いでゆくということを
大事にしなければ」と、自身のことも戒めながら、ふるさと・新浜について語ってくれました。
「町内全部が親戚みたいなもので、お互いがよく気持ちを知ってるからね。和むっていうの
かな。いろいろと助け合って暮らしてましたから」
　昨年、新浜で「復興まつり」を行った際、久しぶりに地域を訪れた方々が「やっぱり、
ふるさとはいいなあ」と口々にするのを聞いて、菊地さんは胸が熱くなったと言います。「ふ
るさとを守る!　そして、今回の震災で犠牲になられた皆さんをここに居て供養してあげな
ければ。それをやるのは我々しかいない。そして今回のことを子どもたち、更にその子ど
もたちに、今度こそ伝え続けなければいけない」 もと
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庄司 春一さん
　大きな庭石は流 されたのに、不思議なもので、うちのコンコ
ン（お稲荷）さんの 土台は流されなかった。今は屋根と土台だけ
の状態なんだげっ どさ。今までは月に2回お供えをしていたけ
ど、震災後は休ん でるんだっちゃ。自宅はコツコツ修繕して住め
る状態になったん だ。作業小屋にはツバメの巣が4ヵ所あって、
今朝は33羽も居 たんだっちゃ。

米山紗与さん、米山卓都くん、みかん
　いつもみかんの散歩を2人でしています。震災
前は、夏休みに仙台新港に遊びに行きました。今
は友だちと岡田小学校のプールに行ってます！　う
ちは昔、駄菓子屋さんをやってたから地元の人が
皆知ってる。岡田はいいとこ！　周りの人がもっと
いるといいな。

小林 賢造さん
　震災 で居久根がほとんど消えてしま
い、緑 豊かだった地域の景観が味気な
いもの になってしまいました。昨年6月
には妻 と自宅へ戻り、得意な日曜大工
の腕を 活かして、根気強く修繕作業を
続けな がら住んでいます。大工さんに
頼む家 の中の修繕工事は、ずい分先に
なる予 定です。30数年前、ここに移り
住んだ 時に植えた桜の木が、震災から
我が家 を守ってくれました。

吉田 源志さん
　プレハブ仮設住宅に妻と愛犬とで入居中です。日
中は南蒲生の自宅と畑があった場所に来てることが
多いね。緑の中にいて、自然の風にあたりながらコ
ツコツと畑作業をするとすっきりすんだ。田んぼは
行政の指導でまだ耕運してないね。若い方々が部
落の復興に一生懸命努力してるようだがら、我々も
影ながら一生懸命応援しねげねぇな、と思ってます。

兒玉 勤さん
　震災でバイクのショールームの屋根の上に置き去り
にされた“従業員（人形）”を使って、その時々の私の
気持ちを代弁してもらっている。ビール片手だったり、
ひざまづいたりね。飼い馬にまたがって蒲生海岸に行っ
たことや、七ヶ浜町の菖蒲田浜まで遠泳したのも昔の
ことになったね。今は片付けの日々。町内の皆は暑く
ても仕事や作業に打ち込んで、元気あるよねえ。

鈴木 しのさん
　50～60代のころ、畑で作った野菜を
二十人町とかにリヤカーで行商に行った
の。「朝茶のんでがい」と、お得意さん
のお宅にいつも呼ばれてました。昔は「朝
茶はその日の難を逃れる」と言われて、
皆、朝茶を呼ばれたら断らないの。今は
ね、毎週土曜日に利用してるデイサービ
スが楽しみ。引き算や掛け算、漢字に仮
名をふる宿題を出されるのがうれしい。
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この辺りにも、自宅を修繕して
戻るお宅が増えました

こだま

この蔵は土蔵だったものを阿部さんの父親が白
壁に塗り直したのですが、津波被害に遭ったた
め修繕し、さらに塗り直しました。建物の骨組
み自体は健在で、築300年ほどになります。

バス好きの阿部さん。このバスでさま
ざまな場所に家族や仲間と出掛けて
います。非常時に備え、車内には備
蓄品も収納されています。

阿部勇さん宅の大型バス

兒玉さんの店の人形

消防器具置き場
専能寺

水路に
水の流れ
少しあり

阿部英記さん宅の蔵

5～6人の侍のもの。近所の方々
が草取りやお供えをしていました。

侍の墓

震災後も地域のさまざまな会合やイベント会場として活用されています。
新たに掲示板が設置されましたので、情報収集にお役立てください。岡田会館

震災後、2ヵ月余りで営業を再開。地元の方だけでなく復旧作業に関わ
る方々の食事処としても強い味方です。食事処チエ

震災後に新しく
なっています。

公衆電話
足利さん宅の西側にある氏神さまで、旧暦9月9日に赤飯や料
理を漆器に盛って供え物をして祀っています。元々こちらの敷地
は小太刀の師範として伊達家に仕え450石を領した田母神氏の
屋敷でした。

足利寛さん宅の五社明神

吉田家の母屋西側に祀られています。木製で
したが朽ちてきたので、3年ほど前に石造りに
しました。吉田家のご先祖は、江戸時代に伊
達家の弓の指南をしていたそうです。

吉田淑子さん宅の稲荷大明神

地域全体に街灯が設置されましたが、
震災による道の起伏が目立つので、
夜間の通行は気を付けましょう。

街灯

南蒲生では、昔からどのお宅にも井戸
が設けられていましたが、震災被害で、
中島さんともう1軒のお宅は埋めてし
まいました。生活用水として現在も利
用している数軒のお宅を除いては、手
つかずのままにあるようです。また、
中島さんのように、自宅敷地の畑で農
作物を作るなど、春先から畑で作業す
る方が目立つようになりました。

中島さん宅の井戸と畑

古くは鈴木さんのご先祖が購入した港南の田んぼに あった石碑。現在
は自宅敷地内に移しました。旧暦の10月8日にお 神酒、餅をお供え
していて、家長は羽織袴でお参りしたとか。古くか ら地域にある7軒に
祀ってあるそうですが、他の家のオダイニチサマは 無事でしょうか…。

鈴木盛男さん宅の田んぼの神様
オダイニチサマ（大日如来）

昨年5月から営業を再開し、地元の方々の交流の
場として幅広く活用されています。

Beer’s Bar Impact
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この辺りに
釣り人が
ちらほら

県道
塩釜
亘理
線

　蒲生で銀鮭と鯉の稚魚専門で養殖をしていた山口義雄さんは地震発
生時、稚魚を守るために堤防の水門を閉め、発電機を動かして地下水
を汲み上げた後、中野小学校に避難しました。その後の津波で多くの
友人を亡くし、4月に出荷を控えていた鯉の稚魚120万匹と銀鮭の稚
魚18万匹も全滅、養殖どころではなくなってしまいました。
　震災後は、港地区の町内会役員を依頼されましたが、「家業をなん
とかしなくては」と考え、後に町内会長になる佐藤武夫さん、仮設住
宅の自治会長である佐藤政信さんにその職務をお願いし、事業の再建
に専念することにしました。養魚場を一緒に営んでいた弟の義信さん
は震災前から主に蔵王町遠刈田で稚魚を育てており、兄弟は蒲生との
間を行き来していました。再起を果たす為に、今は遠刈田の地で兄弟
共に働く毎日です。青サギやトンビが空を舞う養殖池の前で、再建に
向けて静かに闘志を燃やす義雄さんです。

　岡田地区・新浜で建設業の「有限会社菊ペン塗装店」を36年営む菊地菊男さん。市街化調
整区域であるこの地域で、先代までは専業農家でした。
　震災当日、新浜の事務所で被災した菊地さんは、会社の発電機を動かして見たテレビで津波
を知り、事務所にいた妻のとも子さんと、近所の方2名を車に乗せて若林区六丁の目のビルへ
避難。3日間お世話になった後は福室の親戚のビルを借りて、被災した若い社員も寝泊まりさせ
ながら、仕事を再開しました。「皆さんの人探しのお手伝いも気がかりでしたが、建設業に係わ
る責任上、災害復旧するためにも速やかに動き出す必要がありました」と、菊地さんは当時の
ことを振り返ります。
　昨年3月30日には、津波被害を免れた自身の塩釜市のアパートへ夫妻で移り住み、現在も
新浜の事務所へ通う日々です。菊地さんは、忙しい仕事の合間を縫って行政の説明会などに積
極的に参加し、不明点をどんどん質問するうちに、「想定の概念でなく、実際に起きたことを基
にした津波シミュレーションは、極めて信頼できる」と、市の震災復興計画の安全性に納得し、
現地再建を決断しました。

　さかのぼること終戦前、塩釜市の魚市場の専務さんや蒲生
の有志の方々が、鰻の養魚場を蒲生に作りました。鰻が下火
になり、山形県上山市で鯉の稚魚を育てていた義雄さんの父
がこの養魚場を引き継いだのです。それが山口養魚場の始ま
りでした。その頃は七北田川河口にハマグリや車エビが沢山
いて自然環境が豊かだったと言います。「蒲生は全てが良かっ
た。水温が高くて稚魚の育ちが早い。遠刈田は水温が低くて、
ひと月の差がある」と、義雄さんは話します。銀鮭の稚魚は
秋までに150㌘程、大きさで20～25㌢に育てた後、志津川、
雄勝へ出荷されて成魚になるまで育てられます。「稚魚が全て
の元だから、この稚魚が無いと海の人の復興は無いんだね。
私らも海の人がいないとやっていけない。自分がこの仕事を
守らないと」と、力を込める義雄さんです。

　菊地さん一家が代々守る墓石を見ると、360年ほどの歴史をもつ旧家。「私らの先人た
ちも過去に津波の被害に遭っているようなんです。この先にナミアライという地名がありま
すから。ところが最近はそのような話も継承しなくなっていたんですね。今回の津波はあ
まりにも大きいから何百年と教科書にも載るでしょうけれど、語り継いでゆくということを
大事にしなければ」と、自身のことも戒めながら、ふるさと・新浜について語ってくれました。
「町内全部が親戚みたいなもので、お互いがよく気持ちを知ってるからね。和むっていうの
かな。いろいろと助け合って暮らしてましたから」
　昨年、新浜で「復興まつり」を行った際、久しぶりに地域を訪れた方々が「やっぱり、
ふるさとはいいなあ」と口々にするのを聞いて、菊地さんは胸が熱くなったと言います。「ふ
るさとを守る!　そして、今回の震災で犠牲になられた皆さんをここに居て供養してあげな
ければ。それをやるのは我々しかいない。そして今回のことを子どもたち、更にその子ど
もたちに、今度こそ伝え続けなければいけない」 もと

七
北
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川
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庄司 春一さん
　大きな庭石は流 されたのに、不思議なもので、うちのコンコ
ン（お稲荷）さんの 土台は流されなかった。今は屋根と土台だけ
の状態なんだげっ どさ。今までは月に2回お供えをしていたけ
ど、震災後は休ん でるんだっちゃ。自宅はコツコツ修繕して住め
る状態になったん だ。作業小屋にはツバメの巣が4ヵ所あって、
今朝は33羽も居 たんだっちゃ。

米山紗与さん、米山卓都くん、みかん
　いつもみかんの散歩を2人でしています。震災
前は、夏休みに仙台新港に遊びに行きました。今
は友だちと岡田小学校のプールに行ってます！　う
ちは昔、駄菓子屋さんをやってたから地元の人が
皆知ってる。岡田はいいとこ！　周りの人がもっと
いるといいな。

小林 賢造さん
　震災 で居久根がほとんど消えてしま
い、緑 豊かだった地域の景観が味気な
いもの になってしまいました。昨年6月
には妻 と自宅へ戻り、得意な日曜大工
の腕を 活かして、根気強く修繕作業を
続けな がら住んでいます。大工さんに
頼む家 の中の修繕工事は、ずい分先に
なる予 定です。30数年前、ここに移り
住んだ 時に植えた桜の木が、震災から
我が家 を守ってくれました。

吉田 源志さん
　プレハブ仮設住宅に妻と愛犬とで入居中です。日
中は南蒲生の自宅と畑があった場所に来てることが
多いね。緑の中にいて、自然の風にあたりながらコ
ツコツと畑作業をするとすっきりすんだ。田んぼは
行政の指導でまだ耕運してないね。若い方々が部
落の復興に一生懸命努力してるようだがら、我々も
影ながら一生懸命応援しねげねぇな、と思ってます。

兒玉 勤さん
　震災でバイクのショールームの屋根の上に置き去り
にされた“従業員（人形）”を使って、その時々の私の
気持ちを代弁してもらっている。ビール片手だったり、
ひざまづいたりね。飼い馬にまたがって蒲生海岸に行っ
たことや、七ヶ浜町の菖蒲田浜まで遠泳したのも昔の
ことになったね。今は片付けの日々。町内の皆は暑く
ても仕事や作業に打ち込んで、元気あるよねえ。

鈴木 しのさん
　50～60代のころ、畑で作った野菜を
二十人町とかにリヤカーで行商に行った
の。「朝茶のんでがい」と、お得意さん
のお宅にいつも呼ばれてました。昔は「朝
茶はその日の難を逃れる」と言われて、
皆、朝茶を呼ばれたら断らないの。今は
ね、毎週土曜日に利用してるデイサービ
スが楽しみ。引き算や掛け算、漢字に仮
名をふる宿題を出されるのがうれしい。
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この辺りにも、自宅を修繕して
戻るお宅が増えました

こだま

この蔵は土蔵だったものを阿部さんの父親が白
壁に塗り直したのですが、津波被害に遭ったた
め修繕し、さらに塗り直しました。建物の骨組
み自体は健在で、築300年ほどになります。

バス好きの阿部さん。このバスでさま
ざまな場所に家族や仲間と出掛けて
います。非常時に備え、車内には備
蓄品も収納されています。

阿部勇さん宅の大型バス

兒玉さんの店の人形

消防器具置き場
専能寺

水路に
水の流れ
少しあり

阿部英記さん宅の蔵

5～6人の侍のもの。近所の方々
が草取りやお供えをしていました。

侍の墓

震災後も地域のさまざまな会合やイベント会場として活用されています。
新たに掲示板が設置されましたので、情報収集にお役立てください。岡田会館

震災後、2ヵ月余りで営業を再開。地元の方だけでなく復旧作業に関わ
る方々の食事処としても強い味方です。食事処チエ

震災後に新しく
なっています。

公衆電話
足利さん宅の西側にある氏神さまで、旧暦9月9日に赤飯や料
理を漆器に盛って供え物をして祀っています。元々こちらの敷地
は小太刀の師範として伊達家に仕え450石を領した田母神氏の
屋敷でした。

足利寛さん宅の五社明神

吉田家の母屋西側に祀られています。木製で
したが朽ちてきたので、3年ほど前に石造りに
しました。吉田家のご先祖は、江戸時代に伊
達家の弓の指南をしていたそうです。

吉田淑子さん宅の稲荷大明神

地域全体に街灯が設置されましたが、
震災による道の起伏が目立つので、
夜間の通行は気を付けましょう。

街灯

南蒲生では、昔からどのお宅にも井戸
が設けられていましたが、震災被害で、
中島さんともう1軒のお宅は埋めてし
まいました。生活用水として現在も利
用している数軒のお宅を除いては、手
つかずのままにあるようです。また、
中島さんのように、自宅敷地の畑で農
作物を作るなど、春先から畑で作業す
る方が目立つようになりました。

中島さん宅の井戸と畑

古くは鈴木さんのご先祖が購入した港南の田んぼに あった石碑。現在
は自宅敷地内に移しました。旧暦の10月8日にお 神酒、餅をお供え
していて、家長は羽織袴でお参りしたとか。古くか ら地域にある7軒に
祀ってあるそうですが、他の家のオダイニチサマは 無事でしょうか…。

鈴木盛男さん宅の田んぼの神様
オダイニチサマ（大日如来）

昨年5月から営業を再開し、地元の方々の交流の
場として幅広く活用されています。

Beer’s Bar Impact
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▲現地再建グループからは「内水被害をなんとかしなくては」
という声が上がりました

◀新婚さんのように仲が良い
勝行さんとまつ子さん。
月に1度は2人で外食を楽
しみます

5 4

読者からひとこと
●ここ、和田の阿部酒屋には何十年も飲みに来てるん
です。店主の八重ちゃんにはお世話になってるのよ。
津波の時も、「頑丈だからここの屋上に来い」って言わ
れて助かったんだよね。今は我慢して苦労して暮らして
いる人も多いよね。皆、言いたいことはたくさんあるは
ずだけど、昔のように仲良く暮らせることを願っている
よ。 横浜 さん　高山 さん

集団移転、単独移転、現地再建…。沿岸部にお住まいだった方は今、お住
まいの再建に向けて地域ごとに話し合いを進めています。このコーナー
では、それぞれの団体で話し合われている内容についてお知らせします。

個々の生活再建と南蒲生の復興を迅速に進める為、町内会から権限の委譲
を受けて、移転・現地再建グループがそれぞれ話し合いを進めています。

中野小学校区復興対策委員会

南蒲生復興部
8月2日（木） 移転再建・現地再建希望者の集まり
内　容

当日の様子 現地再建グループは、リーダーに就任した阿部勇さん、我妻正
一さんの2人が中心となって意見交換をしました。様々な意見が
出る中、まずは住む人達の安全確保が先決だとの共通認識でま
とまりました。移転再建グループのリーダーは遠藤林治さん。そ
れぞれが移転希望地を紹介しあうと、新たな候補地である上岡
田・久保野、平柳地区希望者が半数を占めることが分かりました。

また、まだ決めかねている方
も多く見られましたが、その
理由は移転先の具体的な費
用が不明瞭なため。早く落
ち着きたいという声も漏れま
す。今後は住み良い移転地
にするべく、意見を出してい
くことに加え、行政への要望
を同時進行で進めていく方
向で話し合いが持たれます。

みらいん編集部

取材ダイアリー
7月8月

みらいん編集部は、毎日読者の皆さんと一緒にさまざまな催しや出来
事に参加し、取材しています。その一部をご紹介します。

第5回 平山勝行さんご一家（中野・港）
●住民からの質問に対し、区画整理課担当からの回答
●移転再建・現地再建、各グループに分かれての
　意見交換

8月5日（日） 第26回中野小学校区復興対策委員会
報告事項 〈4町内会から〉

●西原：第1日曜定例「西原町内会説明会（第14回）」
を、行政側も出席して実施。住民から、地震被害に
のみ対応する国の現行制度について、津波被害に
も対応すべく見直すべきとの要望や質問がなされた
●和田：今年４月から３ヵ月に１度実施している住民
意見交換会の２回目を実施した。次回は10月21日
の予定　

〈行政側から〉
●「蒲生北部地区の再整備に関する説明会」を7月30
日から4日間にわたり実施
　○4日間で計408名が参加
○防災集団移転促進事業と土地区画整理事業は別
の事業。土地区画整理事業の実施は、防災集団
移転促進事業の後となる

●申出書をとりまとめた内容を住民へ送付済み
●移転候補地の上岡田、田子候補地については確保予
定面積の変更に伴い、地権者への説明を予定

当日の様子 「蒲生北部地区の再整備に関する説明会」について、
委員会側が問題視する点や住民の理解に誤解が生
じている可能性のある点などに関して、行政側と質
疑応答がなされました。その他として、「被災した農
家が、災害危険区域に指定されていない農地を購入
して宅地に転換することは可能か」との質問が出まし
たが「農地の種類や、そこにどのような法規制がか
かっているか」など、確認すべき項目が多岐に渡る
ため、あらためて仙台市都市整備局開発調整課へ
相談したほうがよいとの助言がありました。

●9月の「防災集団移転促進事業に関する説明会」
では、「移転先概要の変更点」「移転先宅地の決
定方法」「復興公営住宅」などについて示す予定

中野地区4町内会（港・蒲生・西原・和田）が一丸となり、
復興に向けた活動を行っています。

このコーナーでは、中野・岡田地区出身で現
在は借り上げ民間賃貸住宅にお住まいの
方々にリレー形式でご登場いただきます。

※記載している内容は、各開催日現在での情報です。最新の情報については各団体へお問い合わせください

まちの語り場

住民の心の復興、迅速な情報提供、今後も安心して新
浜に住み続けられる地域づくり、移転を決断した仲間
を尊重する、といった活動方針に沿って運営しています。

新浜復興の会
8月11日（土） 第19回世話人会議　
内　容

当日の様子 移転再建グループは、新たな候補地とし
て名前の挙がっている「上岡田・久保野、
平柳地区」を移転先と見据え、実現に向
けての第一歩を踏み出しました。グループ
のリーダーとなった瀬戸健介さんからは、
「8月5日の会合では多くの参加者から『自
ら動いていこう』という前向きな意志が感じ
られた。今後は南蒲生地区など、新浜
地区以外の移転希望者も交えて会合を
進めていく予定です」との報告がありまし
た。一方、現地再建グループの復興まち
づくりは、今後町内会と連携して進められ
ます。

●現地再建グループの意見交換会（8
月4日）の内容報告

●移転再建グループの集い（8月5日）
の内容報告
●アンケート実施に関して、設問項目
の確認

わたしの近況報告

次回は平山さんご夫妻から紹介された
中野地区の方にご登場いただく予定です

中野小学校「特別音楽授業」
（中野栄小学校体育館）

　仙台市出身の津軽三味線奏者・浅野祥さんと
和太鼓グループYakara（やから）の2名が中野
小学校を訪問。「和楽器の演奏をじかに鑑賞し、
音楽の美しさ、楽しさ、感動する豊かな心情を育

成する」ことを目的に、全校生徒が楽
しみ、交流を図りました。演奏前、音楽
主任の大宮先生が「聞」と「聴」の漢字
を用いて意味の違いを子どもたちへ
説明した内容も印象的でした。「耳と

目と心を十分に使って聴きましょう」

19日（木）

新造船が到着（高砂船だまり）

　仙台市で震災後初となる新造船2
隻が、「大安吉日」、広島県の造船所か
ら到着しました。鈴木としみさんの
「岸丸」と小畑順一さんの「順海」は、9
月上旬から再開するアカガイ漁に向

けて準備を整えます。船だまりで出迎えた県漁協仙台支所運営委員
会委員長の伊藤新造さんは、「8月にできる中古船3隻を含めると、
ほぼ震災前と同じ規模に戻る。仙台市でも漁師が頑張っていること
を地道にでも浸透させていきたい」と、期待を寄せていました。

30日（月）

勤務先の事務所で避難生活
　ダンプ業を営む平山勝行さんは中野・港出身です。震災当日、
勝行さんは仕事で松森の現場、妻のまつ子さんは遠見塚の勤務
先でそれぞれ被災しました。夜半に勝行さんはまつ子さんと合流
して、一緒にまつ子さんの勤務先へ避難しました。一方自宅には、
昨年2月に生まれた孫と里帰り中の次女がいましたが、白鳥の勤
務先から姉が車で駆けつけて一緒に避難し、一家はお互いの無
事をメールで確認。まつ子さんの勤務先の社長の計らいで、2ヵ
月半は事務所の一部を借りて避難生活を送り、中野栄の借り上
げ民間賃貸住宅へ移りました。

“お内裏様とお雛様”が
皆さんの来訪をお待ちします
　燃料の問題で、勝行さんが仕事を再開できたのは昨年6月ご
ろから。主に震災関連の業務で忙しい日々が続いています。「ウ
チ（港）の町内会の繋がりは強いね。情報交換もするし」と、まつ
子さんが明るく語れば、「偶然この辺（中野栄）には地元だった人
が多く引っ越していて、震災前よりも一緒に集まることが多くなっ
たな」と、勝行さんが続けます。今年、長女も結婚して2人で暮
らす勝行さん夫妻は、まるで2度目の新婚時代を過ごすよう。「お
内裏様とお雛様のように、並んでご飯を食べるのね」と語りなが
らも、沈んでいる方が多いことも心配するまつ子さん。震災後の
生活は、勤務先やそのご近所、友人など多くの方々からいただい
た家具や衣料、生活用品で整いました。その感謝を日々忘れず明
るく過ごす夫妻にとっての宝物は、2人の娘から贈られた写真と
メッセージ。「パパとママの子どもで幸せ、ありがとう」

問い合わせ先：代表 芳賀正 090-4042-9464
事務局会議：毎週水曜日18：30～　岡田西町公園仮設住宅集会所
住民説明報告会：毎月最終日曜日 岡田会館

問い合わせ先：代表 遠藤芳広 090-2020-4002
世 話 人 会：毎週土曜日18：00～ 
 福田町南1丁目公園仮設住宅集会所

問い合わせ先： 委員長 高橋實 022-258-3068
定 例 会 議： 毎月第1、第3日曜日16:00～
 鶴巻1丁目東公園仮設住宅集会所

19日（木） 編み会
（福田町南1丁目公園仮設住宅集会所）

　この日は、自治会の皆さんが集まっ
てエコタワシの発送準備に大忙し。「明
日、札幌に2000個送るの」と國松静
子さん。こちら以外にも、港南西公園、
岡田西町公園の仮設住宅の編み会の

皆さんが、それぞれ作ったものを合わせてようやく2000個に達しま
した。2週間の中で暇をみつけて、せっせと編んだというエコタワシは
色鮮やかで使いやすそうです。活用されることを願う皆さんです。

8月11日（土） 夏祭り
（仙台港背後地6号公園仮設住宅駐車場）

　仮設住宅の自治会と蒲生
町内会の共催で夏祭りが開
かれました。水ヨーヨーで遊
ぶ子ども達の姿や、ビールを
飲みながら談笑する大人の
姿など、あちらこちらで久し
ぶりの再会を喜ぶ光景が見

られました。また、七夕おどりの音色に合わせて参加者の皆さん
が楽しげに踊りを舞い、ゆっくりと夏の夜が更けていきました。

▲現地再建グループからは「内水被害をなんとかしなくては」
という声が上がりました

◀新婚さんのように仲が良い
勝行さんとまつ子さん。
月に1度は2人で外食を楽
しみます
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読者からひとこと
●ここ、和田の阿部酒屋には何十年も飲みに来てるん
です。店主の八重ちゃんにはお世話になってるのよ。
津波の時も、「頑丈だからここの屋上に来い」って言わ
れて助かったんだよね。今は我慢して苦労して暮らして
いる人も多いよね。皆、言いたいことはたくさんあるは
ずだけど、昔のように仲良く暮らせることを願っている
よ。 横浜 さん　高山 さん

集団移転、単独移転、現地再建…。沿岸部にお住まいだった方は今、お住
まいの再建に向けて地域ごとに話し合いを進めています。このコーナー
では、それぞれの団体で話し合われている内容についてお知らせします。

個々の生活再建と南蒲生の復興を迅速に進める為、町内会から権限の委譲
を受けて、移転・現地再建グループがそれぞれ話し合いを進めています。

中野小学校区復興対策委員会

南蒲生復興部
8月2日（木） 移転再建・現地再建希望者の集まり
内　容

当日の様子 現地再建グループは、リーダーに就任した阿部勇さん、我妻正
一さんの2人が中心となって意見交換をしました。様々な意見が
出る中、まずは住む人達の安全確保が先決だとの共通認識でま
とまりました。移転再建グループのリーダーは遠藤林治さん。そ
れぞれが移転希望地を紹介しあうと、新たな候補地である上岡
田・久保野、平柳地区希望者が半数を占めることが分かりました。

また、まだ決めかねている方
も多く見られましたが、その
理由は移転先の具体的な費
用が不明瞭なため。早く落
ち着きたいという声も漏れま
す。今後は住み良い移転地
にするべく、意見を出してい
くことに加え、行政への要望
を同時進行で進めていく方
向で話し合いが持たれます。

みらいん編集部

取材ダイアリー
7月8月

みらいん編集部は、毎日読者の皆さんと一緒にさまざまな催しや出来
事に参加し、取材しています。その一部をご紹介します。
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　意見交換
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報告事項 〈4町内会から〉

●西原：第1日曜定例「西原町内会説明会（第14回）」
を、行政側も出席して実施。住民から、地震被害に
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●和田：今年４月から３ヵ月に１度実施している住民
意見交換会の２回目を実施した。次回は10月21日
の予定　

〈行政側から〉
●「蒲生北部地区の再整備に関する説明会」を7月30
日から4日間にわたり実施
　○4日間で計408名が参加
○防災集団移転促進事業と土地区画整理事業は別
の事業。土地区画整理事業の実施は、防災集団
移転促進事業の後となる

●申出書をとりまとめた内容を住民へ送付済み
●移転候補地の上岡田、田子候補地については確保予
定面積の変更に伴い、地権者への説明を予定

当日の様子 「蒲生北部地区の再整備に関する説明会」について、
委員会側が問題視する点や住民の理解に誤解が生
じている可能性のある点などに関して、行政側と質
疑応答がなされました。その他として、「被災した農
家が、災害危険区域に指定されていない農地を購入
して宅地に転換することは可能か」との質問が出まし
たが「農地の種類や、そこにどのような法規制がか
かっているか」など、確認すべき項目が多岐に渡る
ため、あらためて仙台市都市整備局開発調整課へ
相談したほうがよいとの助言がありました。

●9月の「防災集団移転促進事業に関する説明会」
では、「移転先概要の変更点」「移転先宅地の決
定方法」「復興公営住宅」などについて示す予定

中野地区4町内会（港・蒲生・西原・和田）が一丸となり、
復興に向けた活動を行っています。

このコーナーでは、中野・岡田地区出身で現
在は借り上げ民間賃貸住宅にお住まいの
方々にリレー形式でご登場いただきます。

※記載している内容は、各開催日現在での情報です。最新の情報については各団体へお問い合わせください

まちの語り場

住民の心の復興、迅速な情報提供、今後も安心して新
浜に住み続けられる地域づくり、移転を決断した仲間
を尊重する、といった活動方針に沿って運営しています。

新浜復興の会
8月11日（土） 第19回世話人会議　
内　容

当日の様子 移転再建グループは、新たな候補地とし
て名前の挙がっている「上岡田・久保野、
平柳地区」を移転先と見据え、実現に向
けての第一歩を踏み出しました。グループ
のリーダーとなった瀬戸健介さんからは、
「8月5日の会合では多くの参加者から『自
ら動いていこう』という前向きな意志が感じ
られた。今後は南蒲生地区など、新浜
地区以外の移転希望者も交えて会合を
進めていく予定です」との報告がありまし
た。一方、現地再建グループの復興まち
づくりは、今後町内会と連携して進められ
ます。

●現地再建グループの意見交換会（8
月4日）の内容報告

●移転再建グループの集い（8月5日）
の内容報告
●アンケート実施に関して、設問項目
の確認

わたしの近況報告
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　仙台市出身の津軽三味線奏者・浅野祥さんと
和太鼓グループYakara（やから）の2名が中野
小学校を訪問。「和楽器の演奏をじかに鑑賞し、
音楽の美しさ、楽しさ、感動する豊かな心情を育

成する」ことを目的に、全校生徒が楽
しみ、交流を図りました。演奏前、音楽
主任の大宮先生が「聞」と「聴」の漢字
を用いて意味の違いを子どもたちへ
説明した内容も印象的でした。「耳と

目と心を十分に使って聴きましょう」

19日（木）

新造船が到着（高砂船だまり）

　仙台市で震災後初となる新造船2
隻が、「大安吉日」、広島県の造船所か
ら到着しました。鈴木としみさんの
「岸丸」と小畑順一さんの「順海」は、9
月上旬から再開するアカガイ漁に向

けて準備を整えます。船だまりで出迎えた県漁協仙台支所運営委員
会委員長の伊藤新造さんは、「8月にできる中古船3隻を含めると、
ほぼ震災前と同じ規模に戻る。仙台市でも漁師が頑張っていること
を地道にでも浸透させていきたい」と、期待を寄せていました。

30日（月）

勤務先の事務所で避難生活
　ダンプ業を営む平山勝行さんは中野・港出身です。震災当日、
勝行さんは仕事で松森の現場、妻のまつ子さんは遠見塚の勤務
先でそれぞれ被災しました。夜半に勝行さんはまつ子さんと合流
して、一緒にまつ子さんの勤務先へ避難しました。一方自宅には、
昨年2月に生まれた孫と里帰り中の次女がいましたが、白鳥の勤
務先から姉が車で駆けつけて一緒に避難し、一家はお互いの無
事をメールで確認。まつ子さんの勤務先の社長の計らいで、2ヵ
月半は事務所の一部を借りて避難生活を送り、中野栄の借り上
げ民間賃貸住宅へ移りました。

“お内裏様とお雛様”が
皆さんの来訪をお待ちします
　燃料の問題で、勝行さんが仕事を再開できたのは昨年6月ご
ろから。主に震災関連の業務で忙しい日々が続いています。「ウ
チ（港）の町内会の繋がりは強いね。情報交換もするし」と、まつ
子さんが明るく語れば、「偶然この辺（中野栄）には地元だった人
が多く引っ越していて、震災前よりも一緒に集まることが多くなっ
たな」と、勝行さんが続けます。今年、長女も結婚して2人で暮
らす勝行さん夫妻は、まるで2度目の新婚時代を過ごすよう。「お
内裏様とお雛様のように、並んでご飯を食べるのね」と語りなが
らも、沈んでいる方が多いことも心配するまつ子さん。震災後の
生活は、勤務先やそのご近所、友人など多くの方々からいただい
た家具や衣料、生活用品で整いました。その感謝を日々忘れず明
るく過ごす夫妻にとっての宝物は、2人の娘から贈られた写真と
メッセージ。「パパとママの子どもで幸せ、ありがとう」
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　この日は、自治会の皆さんが集まっ
てエコタワシの発送準備に大忙し。「明
日、札幌に2000個送るの」と國松静
子さん。こちら以外にも、港南西公園、
岡田西町公園の仮設住宅の編み会の

皆さんが、それぞれ作ったものを合わせてようやく2000個に達しま
した。2週間の中で暇をみつけて、せっせと編んだというエコタワシは
色鮮やかで使いやすそうです。活用されることを願う皆さんです。
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かれました。水ヨーヨーで遊
ぶ子ども達の姿や、ビールを
飲みながら談笑する大人の
姿など、あちらこちらで久し
ぶりの再会を喜ぶ光景が見

られました。また、七夕おどりの音色に合わせて参加者の皆さん
が楽しげに踊りを舞い、ゆっくりと夏の夜が更けていきました。
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仮設住宅やご近所で開催される催し物や相談会、
支援団体による支援情報などを紹介します。
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（
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地
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）

取
材
地

　
東
北
最
大
級
の
展
示
場
「
夢
メ
ッ
セ
み

や
ぎ
」
で
、
震
災
後
初
の
イ
ベ
ン
ト
と
な

る
「
と
う
ほ
く
自
動
車
フ
ェ
ス
タ
」
が
七

月
二
十
〜
二
十
九
日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
フ
ェ
ス
タ
で
、
夢
メ
ッ
セ
は
震

災
か
ら
一
年
四
ヵ
月
ぶ
り
の
復
活
を
果
た

し
ま
し
た
。

　
昨
年
三
月
十
一
日
の
震
災
発
生
時
は
、

仙
台
放
送
が
中
心
に
な
っ
て
開
催
し
た
イ

ベ
ン
ト
「
グ
ル
メ
コ
ロ
シ
ア
ム
」
の
初
日
。

平
日
の
昼
間
な
が
ら
、
会
場
に
は
約
千
人

が
い
ま
し
た
。
津
波
が
い
つ
襲
っ
て
く
る

の
か
分
か
ら
な
い
緊
迫
し
た
状
況
の
な

か
、
来
場
者
や
イ
ベ
ン
ト
関
係
者
ら
は
展

示
場
に
隣
接
す
る
事
務
棟
に
逃
げ
込
み
ま

し
た
。
避
難
時
に
は
来
場
者
同
士
が
助
け

合
う
姿
が
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
ま
し
た
。

「
い
か
つ
い
外
見
の
若
い
人
が
、
車
い
す

の
高
齢
者
を
運
ん
で
い
た
ん
で
す
よ
」と
、

夢
メ
ッ
セ
を
管
理
す
る
み
や
ぎ
産
業
交
流

セ
ン
タ
ー
の
岡
野
博
総
務
課
長
が
振
り
返

り
ま
す
。

　
近
く
の
港
か
ら
大
津
波
が
押
し
寄
せ
、

事
務
棟
1
階
は
完
全
に
浸
水
。
ガ
ラ
ス

張
り
の
建
物
に
は
大
量
の
車
が
突
き
刺

さ
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
地
震
と
津

波
に
よ
る
犠
牲
者
は
出
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
お
客
さ
ん
の
自
己
判
断
が
的
確
で
、
イ
ベ

ン
ト
主
催
者
の
仙
台
放
送
ス
タ
ッ
フ
が
迅

速
に
対
応
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け

で
な
く
、助
け
合
い
の
心
が
皆
さ
ん
に
あ
っ

た
こ
と
が
全
員
の
無
事
に
つ
な
が
っ
た
と

思
い
ま
す
」
と
佐
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木
憲
男
事
業
課
長
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時
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を
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っ
て
く
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ま
し
た
。

　
建
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で
目
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復
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ら
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ま
し
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夢
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セ
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設
住
宅
建
設
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け
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資
材
置
き
場
と
な
り
、
住
宅
支
援
の
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翼
を
担
う
こ
と
に
も
な
り
ま
し
た
。
建

物
が
完
全
復
旧
し
た
の
は
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年
六
月
末
。

今
回
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自
動
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フ
ェ
ス
タ
開
催
直
前
ま
で

工
事
が
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き
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一
階
か
ら
二
階
に
移
さ
れ

た
新
事
務
所
内
の
整
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も
ま
ま
な
ら
な
い

慌
た
だ
し
い
状
況
の
な
か
、
準
備
は
急

ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
復
旧
ま
で
の
一
年
四
ヵ
月
間
、
八
十
近

く
の
イ
ベ
ン
ト
が
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
ま
し

た
。
復
旧
日
が
確
定
す
る
と
、
全
国
の
イ

ベ
ン
ト
主
催
者
か
ら
予
約
が
殺
到
し
、
年

度
末
ま
で
週
末
は
埋
ま
っ
て
い
る
状
態
に

ま
で
「
復
活
」
し
ま
し
た
。「
う
れ
し
い

悲
鳴
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
震
災
を
理
由
に

離
れ
て
し
ま
っ
た
イ
ベ
ン
ト
主
催
者
は
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
む
し
ろ
復
旧
を
『
待
っ

て
ま
し
た
』
と
い
う
感
じ
で
、
皆
戻
っ
て

き
て
く
れ
た
ん
で
す
」
と
、
佐
々
木
さ
ん

は
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

　
自
動
車
フ
ェ
ス
タ
会
場
に
は
、
ク
ラ

シ
ッ
ク
カ
ー
か
ら
、
未
来
の
車
ま
で
約

百
十
台
が
所
狭
し
と
展
示
さ
れ
、
来
場
者

は
写
真
を
撮
っ
た
り
、
車
内
を
の
ぞ
き
こ

ん
だ
り
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
屋
外

に
は
、
は
た
ら
く
車
の
試
乗
体
験
コ
ー

ナ
ー
が
あ
り
、
夏
休
み
の
家
族
連
れ
が
行

列
を
つ
く
り
ま
し
た
。
津
波
被
災
の
爪
痕

を
感
じ
さ
せ
な
い
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

　
夢
メ
ッ
セ
み
や
ぎ
に
は
、
こ
れ
か
ら
も

人
々
の
夢
が
集
ま
り
、
仙
台
港
地
区
復
興

の
要
と
な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

施
設
に
押
し
寄
せ
る
大
津
波

助
け
合
い
の
心
で
無
事
に
避
難

震
災
後
初
イ
ベ
ン
ト
の
後
は

全
国
か
ら
施
設
予
約
が
殺
到

取材：高瀬絵梨香＠東北学院大学、下澤大祐＠東北大学
情報ボランティア＠仙台　ブログでも発信中です。
「夢メッセみやぎ　自動車フェスタで復活」http://fl at.kahoku.co.jp/u/volunteer16/　より（地域SNS「ふらっと」ブログ）

みやぎ産業交流センターの岡野博・総務
課長（左）と佐々木憲男・事業課長

〝
●
●
●
●
●
●
●
〞

夢メッセみやぎ敷地内の建物屋上に避難するイ
ベント来場者ら（夢メッセみやぎ提供）

家族連れでにぎわう「とうほく自動車フェスタ」
の会場

ハンドケアボランティア募集
　被災女性の団体によるボランティア活動です。午前中
にプロの講師によるハンドケア法を学び、午後から被災
された方にハンドケアを実践します。
対象  18歳以上でボランティア保険加入の方
時・場所  ▼9月12日（水）石巻市万石浦公園仮設住宅　▼9
月17日（月・祝）仙台市あすと長町仮設住宅　▼9月19日
（水）石巻市開成地区第11仮設住宅　▼9月22日（土・
祝）石巻市大橋仮設住宅　▼9月25日（火）仙台市仙台港
背後地6号公園仮設住宅　▼9月29日（土）石巻市大森地
区第2仮設住宅
申込方法  ホームページ申込フォームより
問  090-4887-1977杜の都チームドルフィンドリーム（天野）
Web: http://www.dolphindream.jp/idta/1000project.htm

東北厚生年金病院の健康講話
　地域の方々が明るく健康な生活が送れるよう、東北厚
生年金病院が健康講話を開催しています。参加無料。
時  毎月第2・4水曜日　13：30～14：30
場所  東北厚生年金病院　2階　大会議室
内容  9月12日（水）　第70回記念講演「寝たきりにならない
ためにできること！～新たな概念　ロコモケアを中心に～」
（整形外科部長）
9月26日（水）　①「頭のリハビリテーション　脳のトレーニ
ング」（作業療法士）、②「“防災対策”自分の身は自分で守
る！」（看護科長）
問  022-259-1221東北厚生年金病院　庶務課

深沼海岸清掃ボランティア募集
　深沼海岸の歴史のお話を聞いた後、深沼海岸の清掃
を行います。参加するボランティアを募集中です。
時  9月16日（日）9：00～14：00
七郷市民センター1階和室集合（若林区荒井字堀添65-5）
用意するもの  軍手、携帯ラジオ（お持ちの方）、昼食など。ケ
ガ対策・熱中症対策などは各自お願いします
※ボランティア保険は要事前加入
問  090-3385-5567NPO法人みやぎ災害救援ボランティア
センター／KIDS NOW（長山）

赤い羽根　地域ボランティア活動支援事業
第4次応募の受付を開始します
　宮城県共同募金会では赤い羽根「災害ボランティア・
NPO活動サポート募金」助成事業として、東日本大震災
被災地の地元住民グループなどによるボランティア活動
を支援する助成金の第4次応募を受け付けます。
対象  宮城県で地元住民のグループなどによる、助け合い活
動を行う住民団体やボランティアグループ、NPO法人など、
県民5名以上で構成される非営利団体
対象事業例  ①引っ越し・片付け、見守り訪問などの生活支援
活動②季節の行事、住民交流などのサロン活動③子ども
の学習支援や一時預かりなどの子ども支援
配分金額  1団体1回につき10万円まで
応募受付期間  第4次応募：10月1日（月）～10月31日（水）必
着。助成決定11月下旬
応募方法  各団体から市町村共同募金委員会を通じ申請しま
す。仙台市内の団体は下記にお問い合わせください
問  022-223-2026
仙台市社会福祉協議会地域福祉課地域福祉係

仮設住宅出前講座
内容  「せんだいつるしびな」をつくろう！
高砂地域は「せんだいつるしびな」の発祥地。2回目の来
仙となる茂村先生が、作り方を指導します。
時  9月7日（金）10:00～
場所  高砂市民センター（宮城野区高砂1-24-9）
対象  仮設住宅や借り上げ民間賃貸住宅にお住まいの方

内容  人形劇を楽しもう
地元ボランティアサークルが人形劇を披露します。ほの
ぼのとした懐かしさを感じてください。
時  9月28日（金）10:00～
場所  仙台港背後地6号公園仮設住宅集会所
対象  仙台港背後地6号公園仮設住宅にお住まいの方

問  022-258-1010高砂市民センター

出前講座を行っています（無料です）
　東北財務局では、お近くの集会所や市民センターなどに
お伺いし、金融犯罪被害に巻き込まれないよう、日ごろか
ら心がけてほしいことなどを、分かりやすく説明する出前
講座を行っています。お気軽にお問い合わせください。
対象  どなたでも利用できます
講座メニュー  ・未公開株や社債などのあやしい投資勧誘
・ヤミ金融や振り込め詐欺
・私的整理ガイドラインや多重債務相談など
問  022-266-5703（直通）、022-263-1111（内線3080）東北
財務局　金融監督第三課（青葉区本町3-3-1　仙台合同庁
舎4階）

ひとり親家庭就職・転職支援セミナー
　就職活動に必要な知識や、自身のコミュニケーション
能力の自己分析など、就職に必要な情報をお伝えします。
対象  仙台市内のひとり親家庭および寡婦10名
日時  10月7日（日）10：00～12：00
会場  宮城県母子福祉センター（要予約、参加無料）
※託児あり（3歳～小学3年、先着5名、要予約）
申込方法  希望者の氏名、住所、電話番号、託児の有無（有
の場合子どもの氏名、性別、年齢）を明記し郵送、Eメール、
FAXで申込ください。電話受付も可
締切  10月5日（金）16：00必着
問  宮城県母子福祉センター
〒983-0832宮城野区安養寺3-7-3　TEL＆FAX：022-256-6512
Eメール：miyagi-boren@r6.dion.ne.jp

健康応援団
　健康についての講座や相談を行っています。地域の自
主グループなどの運動の日もあります。（日程変更あり。詳
しくは問い合わせを）
対象  どなたでも参加できます
時・場所  各仮設住宅集会所
▼高砂1丁目公園　9月28日（金）10：00～、10月3日
（水）10：00～　▼鶴巻1丁目東公園　10月2日（火）13：
15～　▼福田町南１丁目公園　9月17日（月・祝）10：00
～、10月1日（月）10：00～　▼岡田西町公園　9月11日
（火）13：30～、9月27日（木）10：00～、10月9日（火）
13：30～　▼港南西公園　10月5日（金）10：00～　▼仙
台港背後地6号公園　9月19日（水）10：00～　▼扇町1
丁目公園　9月21日（金）13：30～　▼扇町4丁目公園　
9月12日（水）10：00～、10月10日（水）10：00～
問  022-291-2111（内線6782、6784）宮城野区家庭健康
課健康増進係

住宅の解体・撤去
　震災で損壊した家屋などを解体・撤去します。
対象  個人や中小企業者が所有する家屋などで、り災証明書に
おいて全壊または大規模半壊と判定された物件（個人が自ら
居住する住宅は半壊と判定された物件を含む）
問  022-263-8590仙台市環境局震災廃棄物対策室「損壊家屋
の解体・撤去」専用ダイヤル（平日9：00～17：00）
http://www.city.sendai.jp/hisaishien/1198661_2751.html

津波がれきなどの撤去
　津波で漂着したがれき、土砂、塩害で枯れ伐採した樹木、
津波損壊した家屋から生じたがれき（業者に依頼したものを
除く）や家財を撤去します。
問  022-214-8680仙台市環境局震災廃棄物対策室
http://www.city.sendai.jp/hisaishien/2-9-1tekkyo.html

赤い羽根　地域ボランティア活動支援事業
第4次応募の受付が開始します
　赤い羽根共同募金会では「災害ボランティア・NPO活動サ
ポート募金」助成事業として、東日本大震災被災地の地元住
民グループなどによるボランティア活動を支援する助成金の
第4次応募を受付けます。
対象  宮城県で地元住民のグループなどによる、助け合い活動
を行う住民団体やボランティアグループ、NPO法人など、県
民5名以上で構成される非営利団体
対象事業例  ①引っ越し・片付け、見守り訪問などの生活支援活
動②季節の行事、住民交流などのサロン活動③子どもの学習
支援や一時預かりなどの子ども支援
配分金額  1団体1回につき10万円
応募受付期間  第4次応募：10月1日（月）～10月31日（水）必着。
助成決定11月下旬
応募方法  各団体から市町村共同募金会を通じ申請します。まず
は下記にお問い合わせください
問  022-212-3010仙台市市民活動サポートセンター

出前講座を行っています
　東北財務局では、お近くの集会所や市民センターなどに
おうかがいし、金融犯罪被害に巻き込まれないよう、日ごろ
から心がけてほしいことなどを、分かりやすく説明する出前
講座を行っています。お気軽にお問い合わせください。
対象  どなたでも利用できます
講座メニュー  未公開株や社債などのあやしい投資勧誘、ヤミ金融
や振り込め詐欺、私的整理ガイドラインや多重債務相談　など
問  022-266-5703（直通）、022-263-1111（内線3080）東北財務局
金融監督第三課　青葉区本町3-3-1　仙台合同庁舎4階

深沼海岸清掃ボランティア募集
　深沼海岸の歴史のお話を聞いた後、深沼海岸の清掃を行
います。参加するボランティアを募集中です。
日時  9月16日（日）9：00～14：00
七郷市民センター1階和室集合
用意するもの  軍手、携帯ラジオ（お持ちの方）、昼食など。ケガ対
策・熱中症対策などは各自お願いします
※ボランティア保険は要事前加入
問  090-3385-5567NPO法人みやぎ災害救援ボランティアセン
ター／KIDS NOW（長山）

東北厚生年金病院の健康講話
　地域の方々が明るく健康な生活が送れるよう、東北厚生年
金病院が健康講話を開催しています。参加無料
日時  毎月第2・4水曜日　13：30～14：30
所  東北厚生年金病院　2階　大会議室
内容  9月12日（水）　第70回記念講演「寝たきりにならないた
めにできること！～新たな概念　ロコモケアを中心に～」（整形
外科部長）　9月26日（水）　①「頭のリハビリテーション　脳
のトレーニング」（作業療法士）、②「“防災対策”自分の身は
自分で守る！」（看護科長）
問  022-259-1221東北厚生年金病院　庶務課

以下の支援制度が2012年9月28日で申請終了します
支援を希望する方は期日までに申請を済ませてください。
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仮設住宅やご近所で開催される催し物や相談会、
支援団体による支援情報などを紹介します。
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ベ
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催
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ぶ
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。
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十
一
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災
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送
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に
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て
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催
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イ
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ト
「
グ
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ア
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。

平
日
の
昼
間
な
が
ら
、
会
場
に
は
約
千
人

が
い
ま
し
た
。
津
波
が
い
つ
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て
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の
か
分
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な
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迫
し
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状
況
の
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、
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場
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ベ
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。
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を
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の
岡
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長
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。
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大
津
波
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。
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い
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。

今
回
の
自
動
車
フ
ェ
ス
タ
開
催
直
前
ま
で

工
事
が
続
き
、
一
階
か
ら
二
階
に
移
さ
れ

た
新
事
務
所
内
の
整
理
も
ま
ま
な
ら
な
い

慌
た
だ
し
い
状
況
の
な
か
、
準
備
は
急

ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
復
旧
ま
で
の
一
年
四
ヵ
月
間
、
八
十
近

く
の
イ
ベ
ン
ト
が
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
ま
し

た
。
復
旧
日
が
確
定
す
る
と
、
全
国
の
イ

ベ
ン
ト
主
催
者
か
ら
予
約
が
殺
到
し
、
年

度
末
ま
で
週
末
は
埋
ま
っ
て
い
る
状
態
に

ま
で
「
復
活
」
し
ま
し
た
。「
う
れ
し
い

悲
鳴
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
震
災
を
理
由
に

離
れ
て
し
ま
っ
た
イ
ベ
ン
ト
主
催
者
は
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
む
し
ろ
復
旧
を
『
待
っ

て
ま
し
た
』
と
い
う
感
じ
で
、
皆
戻
っ
て

き
て
く
れ
た
ん
で
す
」
と
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狭
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連
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ま
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ぶ
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。
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の
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り
、
仙
台
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施
設
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押
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寄
せ
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波

助
け
合
い
の
心
で
無
事
に
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国
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ら
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設
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が
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取材：高瀬絵梨香＠東北学院大学、下澤大祐＠東北大学
情報ボランティア＠仙台　ブログでも発信中です。
「夢メッセみやぎ　自動車フェスタで復活」http://fl at.kahoku.co.jp/u/volunteer16/　より（地域SNS「ふらっと」ブログ）

みやぎ産業交流センターの岡野博・総務
課長（左）と佐々木憲男・事業課長

〝
●
●
●
●
●
●
●
〞

夢メッセみやぎ敷地内の建物屋上に避難するイ
ベント来場者ら（夢メッセみやぎ提供）

家族連れでにぎわう「とうほく自動車フェスタ」
の会場

ハンドケアボランティア募集
　被災女性の団体によるボランティア活動です。午前中
にプロの講師によるハンドケア法を学び、午後から被災
された方にハンドケアを実践します。
対象  18歳以上でボランティア保険加入の方
時・場所  ▼9月12日（水）石巻市万石浦公園仮設住宅　▼9
月17日（月・祝）仙台市あすと長町仮設住宅　▼9月19日
（水）石巻市開成地区第11仮設住宅　▼9月22日（土・
祝）石巻市大橋仮設住宅　▼9月25日（火）仙台市仙台港
背後地6号公園仮設住宅　▼9月29日（土）石巻市大森地
区第2仮設住宅
申込方法  ホームページ申込フォームより
問  090-4887-1977杜の都チームドルフィンドリーム（天野）
Web: http://www.dolphindream.jp/idta/1000project.htm

東北厚生年金病院の健康講話
　地域の方々が明るく健康な生活が送れるよう、東北厚
生年金病院が健康講話を開催しています。参加無料。
時  毎月第2・4水曜日　13：30～14：30
場所  東北厚生年金病院　2階　大会議室
内容  9月12日（水）　第70回記念講演「寝たきりにならない
ためにできること！～新たな概念　ロコモケアを中心に～」
（整形外科部長）
9月26日（水）　①「頭のリハビリテーション　脳のトレーニ
ング」（作業療法士）、②「“防災対策”自分の身は自分で守
る！」（看護科長）
問  022-259-1221東北厚生年金病院　庶務課

深沼海岸清掃ボランティア募集
　深沼海岸の歴史のお話を聞いた後、深沼海岸の清掃
を行います。参加するボランティアを募集中です。
時  9月16日（日）9：00～14：00
七郷市民センター1階和室集合（若林区荒井字堀添65-5）
用意するもの  軍手、携帯ラジオ（お持ちの方）、昼食など。ケ
ガ対策・熱中症対策などは各自お願いします
※ボランティア保険は要事前加入
問  090-3385-5567NPO法人みやぎ災害救援ボランティア
センター／KIDS NOW（長山）

赤い羽根　地域ボランティア活動支援事業
第4次応募の受付を開始します
　宮城県共同募金会では赤い羽根「災害ボランティア・
NPO活動サポート募金」助成事業として、東日本大震災
被災地の地元住民グループなどによるボランティア活動
を支援する助成金の第4次応募を受け付けます。
対象  宮城県で地元住民のグループなどによる、助け合い活
動を行う住民団体やボランティアグループ、NPO法人など、
県民5名以上で構成される非営利団体
対象事業例  ①引っ越し・片付け、見守り訪問などの生活支援
活動②季節の行事、住民交流などのサロン活動③子ども
の学習支援や一時預かりなどの子ども支援
配分金額  1団体1回につき10万円まで
応募受付期間  第4次応募：10月1日（月）～10月31日（水）必
着。助成決定11月下旬
応募方法  各団体から市町村共同募金委員会を通じ申請しま
す。仙台市内の団体は下記にお問い合わせください
問  022-223-2026
仙台市社会福祉協議会地域福祉課地域福祉係

仮設住宅出前講座
内容  「せんだいつるしびな」をつくろう！
高砂地域は「せんだいつるしびな」の発祥地。2回目の来
仙となる茂村先生が、作り方を指導します。
時  9月7日（金）10:00～
場所  高砂市民センター（宮城野区高砂1-24-9）
対象  仮設住宅や借り上げ民間賃貸住宅にお住まいの方

内容  人形劇を楽しもう
地元ボランティアサークルが人形劇を披露します。ほの
ぼのとした懐かしさを感じてください。
時  9月28日（金）10:00～
場所  仙台港背後地6号公園仮設住宅集会所
対象  仙台港背後地6号公園仮設住宅にお住まいの方

問  022-258-1010高砂市民センター

出前講座を行っています（無料です）
　東北財務局では、お近くの集会所や市民センターなどに
お伺いし、金融犯罪被害に巻き込まれないよう、日ごろか
ら心がけてほしいことなどを、分かりやすく説明する出前
講座を行っています。お気軽にお問い合わせください。
対象  どなたでも利用できます
講座メニュー  ・未公開株や社債などのあやしい投資勧誘
・ヤミ金融や振り込め詐欺
・私的整理ガイドラインや多重債務相談など
問  022-266-5703（直通）、022-263-1111（内線3080）東北
財務局　金融監督第三課（青葉区本町3-3-1　仙台合同庁
舎4階）

ひとり親家庭就職・転職支援セミナー
　就職活動に必要な知識や、自身のコミュニケーション
能力の自己分析など、就職に必要な情報をお伝えします。
対象  仙台市内のひとり親家庭および寡婦10名
日時  10月7日（日）10：00～12：00
会場  宮城県母子福祉センター（要予約、参加無料）
※託児あり（3歳～小学3年、先着5名、要予約）
申込方法  希望者の氏名、住所、電話番号、託児の有無（有
の場合子どもの氏名、性別、年齢）を明記し郵送、Eメール、
FAXで申込ください。電話受付も可
締切  10月5日（金）16：00必着
問  宮城県母子福祉センター
〒983-0832宮城野区安養寺3-7-3　TEL＆FAX：022-256-6512
Eメール：miyagi-boren@r6.dion.ne.jp

健康応援団
　健康についての講座や相談を行っています。地域の自
主グループなどの運動の日もあります。（日程変更あり。詳
しくは問い合わせを）
対象  どなたでも参加できます
時・場所  各仮設住宅集会所
▼高砂1丁目公園　9月28日（金）10：00～、10月3日
（水）10：00～　▼鶴巻1丁目東公園　10月2日（火）13：
15～　▼福田町南１丁目公園　9月17日（月・祝）10：00
～、10月1日（月）10：00～　▼岡田西町公園　9月11日
（火）13：30～、9月27日（木）10：00～、10月9日（火）
13：30～　▼港南西公園　10月5日（金）10：00～　▼仙
台港背後地6号公園　9月19日（水）10：00～　▼扇町1
丁目公園　9月21日（金）13：30～　▼扇町4丁目公園　
9月12日（水）10：00～、10月10日（水）10：00～
問  022-291-2111（内線6782、6784）宮城野区家庭健康
課健康増進係

住宅の解体・撤去
　震災で損壊した家屋などを解体・撤去します。
対象  個人や中小企業者が所有する家屋などで、り災証明書に
おいて全壊または大規模半壊と判定された物件（個人が自ら
居住する住宅は半壊と判定された物件を含む）
問  022-263-8590仙台市環境局震災廃棄物対策室「損壊家屋
の解体・撤去」専用ダイヤル（平日9：00～17：00）
http://www.city.sendai.jp/hisaishien/1198661_2751.html

津波がれきなどの撤去
　津波で漂着したがれき、土砂、塩害で枯れ伐採した樹木、
津波損壊した家屋から生じたがれき（業者に依頼したものを
除く）や家財を撤去します。
問  022-214-8680仙台市環境局震災廃棄物対策室
http://www.city.sendai.jp/hisaishien/2-9-1tekkyo.html

赤い羽根　地域ボランティア活動支援事業
第4次応募の受付が開始します
　赤い羽根共同募金会では「災害ボランティア・NPO活動サ
ポート募金」助成事業として、東日本大震災被災地の地元住
民グループなどによるボランティア活動を支援する助成金の
第4次応募を受付けます。
対象  宮城県で地元住民のグループなどによる、助け合い活動
を行う住民団体やボランティアグループ、NPO法人など、県
民5名以上で構成される非営利団体
対象事業例  ①引っ越し・片付け、見守り訪問などの生活支援活
動②季節の行事、住民交流などのサロン活動③子どもの学習
支援や一時預かりなどの子ども支援
配分金額  1団体1回につき10万円
応募受付期間  第4次応募：10月1日（月）～10月31日（水）必着。
助成決定11月下旬
応募方法  各団体から市町村共同募金会を通じ申請します。まず
は下記にお問い合わせください
問  022-212-3010仙台市市民活動サポートセンター

出前講座を行っています
　東北財務局では、お近くの集会所や市民センターなどに
おうかがいし、金融犯罪被害に巻き込まれないよう、日ごろ
から心がけてほしいことなどを、分かりやすく説明する出前
講座を行っています。お気軽にお問い合わせください。
対象  どなたでも利用できます
講座メニュー  未公開株や社債などのあやしい投資勧誘、ヤミ金融
や振り込め詐欺、私的整理ガイドラインや多重債務相談　など
問  022-266-5703（直通）、022-263-1111（内線3080）東北財務局
金融監督第三課　青葉区本町3-3-1　仙台合同庁舎4階

深沼海岸清掃ボランティア募集
　深沼海岸の歴史のお話を聞いた後、深沼海岸の清掃を行
います。参加するボランティアを募集中です。
日時  9月16日（日）9：00～14：00
七郷市民センター1階和室集合
用意するもの  軍手、携帯ラジオ（お持ちの方）、昼食など。ケガ対
策・熱中症対策などは各自お願いします
※ボランティア保険は要事前加入
問  090-3385-5567NPO法人みやぎ災害救援ボランティアセン
ター／KIDS NOW（長山）

東北厚生年金病院の健康講話
　地域の方々が明るく健康な生活が送れるよう、東北厚生年
金病院が健康講話を開催しています。参加無料
日時  毎月第2・4水曜日　13：30～14：30
所  東北厚生年金病院　2階　大会議室
内容  9月12日（水）　第70回記念講演「寝たきりにならないた
めにできること！～新たな概念　ロコモケアを中心に～」（整形
外科部長）　9月26日（水）　①「頭のリハビリテーション　脳
のトレーニング」（作業療法士）、②「“防災対策”自分の身は
自分で守る！」（看護科長）
問  022-259-1221東北厚生年金病院　庶務課

以下の支援制度が2012年9月28日で申請終了します
支援を希望する方は期日までに申請を済ませてください。

7 6

仮設住宅やご近所で開催される催し物や相談会、
支援団体による支援情報などを紹介します。
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で
、
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後
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の
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ベ
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催
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ぶ
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三
月
十
一
日
の
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災
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が
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に
な
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開
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し
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イ

ベ
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「
グ
ル
メ
コ
ロ
シ
ア
ム
」
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初
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。

平
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の
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間
な
が
ら
、
会
場
に
は
約
千
人

が
い
ま
し
た
。
津
波
が
い
つ
襲
っ
て
く
る

の
か
分
か
ら
な
い
緊
迫
し
た
状
況
の
な

か
、
来
場
者
や
イ
ベ
ン
ト
関
係
者
ら
は
展

示
場
に
隣
接
す
る
事
務
棟
に
逃
げ
込
み
ま

し
た
。
避
難
時
に
は
来
場
者
同
士
が
助
け
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が
あ
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こ
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で
見
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れ
ま
し
た
。

「
い
か
つ
い
外
見
の
若
い
人
が
、
車
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す

の
高
齢
者
を
運
ん
で
い
た
ん
で
す
よ
」と
、

夢
メ
ッ
セ
を
管
理
す
る
み
や
ぎ
産
業
交
流

セ
ン
タ
ー
の
岡
野
博
総
務
課
長
が
振
り
返

り
ま
す
。

　
近
く
の
港
か
ら
大
津
波
が
押
し
寄
せ
、

事
務
棟
1
階
は
完
全
に
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。
ガ
ラ
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張
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建
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に
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大
量
の
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突
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っ
て
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ま
し
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。
し
か
し
、
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よ
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ま
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で
し
た
。

「
お
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の
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で
、
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放
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い
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イ
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、
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ベ
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ト
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、
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自
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こ
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だ
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楽
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連
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。
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波
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ぶ
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。
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に
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、
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り
、
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台
港
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興
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で
し
ょ
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。

施
設
に
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寄
せ
る
大
津
波

助
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合
い
の
心
で
無
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に
避
難
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災
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の
後
は
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国
か
ら
施
設
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約
が
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到

取材：高瀬絵梨香＠東北学院大学、下澤大祐＠東北大学
情報ボランティア＠仙台　ブログでも発信中です。
「夢メッセみやぎ　自動車フェスタで復活」http://fl at.kahoku.co.jp/u/volunteer16/　より（地域SNS「ふらっと」ブログ）

みやぎ産業交流センターの岡野博・総務
課長（左）と佐々木憲男・事業課長

〝
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夢メッセみやぎ敷地内の建物屋上に避難するイ
ベント来場者ら（夢メッセみやぎ提供）

家族連れでにぎわう「とうほく自動車フェスタ」
の会場

ハンドケアボランティア募集
　被災女性の団体によるボランティア活動です。午前中
にプロの講師によるハンドケア法を学び、午後から被災
された方にハンドケアを実践します。
対象  18歳以上でボランティア保険加入の方
時・場所  ▼9月12日（水）石巻市万石浦公園仮設住宅　▼9
月17日（月・祝）仙台市あすと長町仮設住宅　▼9月19日
（水）石巻市開成地区第11仮設住宅　▼9月22日（土・
祝）石巻市大橋仮設住宅　▼9月25日（火）仙台市仙台港
背後地6号公園仮設住宅　▼9月29日（土）石巻市大森地
区第2仮設住宅
申込方法  ホームページ申込フォームより
問  090-4887-1977杜の都チームドルフィンドリーム（天野）
Web: http://www.dolphindream.jp/idta/1000project.htm

東北厚生年金病院の健康講話
　地域の方々が明るく健康な生活が送れるよう、東北厚
生年金病院が健康講話を開催しています。参加無料。
時  毎月第2・4水曜日　13：30～14：30
場所  東北厚生年金病院　2階　大会議室
内容  9月12日（水）　第70回記念講演「寝たきりにならない
ためにできること！～新たな概念　ロコモケアを中心に～」
（整形外科部長）
9月26日（水）　①「頭のリハビリテーション　脳のトレーニ
ング」（作業療法士）、②「“防災対策”自分の身は自分で守
る！」（看護科長）
問  022-259-1221東北厚生年金病院　庶務課

深沼海岸清掃ボランティア募集
　深沼海岸の歴史のお話を聞いた後、深沼海岸の清掃
を行います。参加するボランティアを募集中です。
時  9月16日（日）9：00～14：00
七郷市民センター1階和室集合（若林区荒井字堀添65-5）
用意するもの  軍手、携帯ラジオ（お持ちの方）、昼食など。ケ
ガ対策・熱中症対策などは各自お願いします
※ボランティア保険は要事前加入
問  090-3385-5567NPO法人みやぎ災害救援ボランティア
センター／KIDS NOW（長山）

赤い羽根　地域ボランティア活動支援事業
第4次応募の受付を開始します
　宮城県共同募金会では赤い羽根「災害ボランティア・
NPO活動サポート募金」助成事業として、東日本大震災
被災地の地元住民グループなどによるボランティア活動
を支援する助成金の第4次応募を受け付けます。
対象  宮城県で地元住民のグループなどによる、助け合い活
動を行う住民団体やボランティアグループ、NPO法人など、
県民5名以上で構成される非営利団体
対象事業例  ①引っ越し・片付け、見守り訪問などの生活支援
活動②季節の行事、住民交流などのサロン活動③子ども
の学習支援や一時預かりなどの子ども支援
配分金額  1団体1回につき10万円まで
応募受付期間  第4次応募：10月1日（月）～10月31日（水）必
着。助成決定11月下旬
応募方法  各団体から市町村共同募金委員会を通じ申請しま
す。仙台市内の団体は下記にお問い合わせください
問  022-223-2026
仙台市社会福祉協議会地域福祉課地域福祉係

仮設住宅出前講座
内容  「せんだいつるしびな」をつくろう！
高砂地域は「せんだいつるしびな」の発祥地。2回目の来
仙となる茂村先生が、作り方を指導します。
時  9月7日（金）10:00～
場所  高砂市民センター（宮城野区高砂1-24-9）
対象  仮設住宅や借り上げ民間賃貸住宅にお住まいの方

内容  人形劇を楽しもう
地元ボランティアサークルが人形劇を披露します。ほの
ぼのとした懐かしさを感じてください。
時  9月28日（金）10:00～
場所  仙台港背後地6号公園仮設住宅集会所
対象  仙台港背後地6号公園仮設住宅にお住まいの方

問  022-258-1010高砂市民センター

出前講座を行っています（無料です）
　東北財務局では、お近くの集会所や市民センターなどに
お伺いし、金融犯罪被害に巻き込まれないよう、日ごろか
ら心がけてほしいことなどを、分かりやすく説明する出前
講座を行っています。お気軽にお問い合わせください。
対象  どなたでも利用できます
講座メニュー  ・未公開株や社債などのあやしい投資勧誘
・ヤミ金融や振り込め詐欺
・私的整理ガイドラインや多重債務相談など
問  022-266-5703（直通）、022-263-1111（内線3080）東北
財務局　金融監督第三課（青葉区本町3-3-1　仙台合同庁
舎4階）

ひとり親家庭就職・転職支援セミナー
　就職活動に必要な知識や、自身のコミュニケーション
能力の自己分析など、就職に必要な情報をお伝えします。
対象  仙台市内のひとり親家庭および寡婦10名
日時  10月7日（日）10：00～12：00
会場  宮城県母子福祉センター（要予約、参加無料）
※託児あり（3歳～小学3年、先着5名、要予約）
申込方法  希望者の氏名、住所、電話番号、託児の有無（有
の場合子どもの氏名、性別、年齢）を明記し郵送、Eメール、
FAXで申込ください。電話受付も可
締切  10月5日（金）16：00必着
問  宮城県母子福祉センター
〒983-0832宮城野区安養寺3-7-3　TEL＆FAX：022-256-6512
Eメール：miyagi-boren@r6.dion.ne.jp

健康応援団
　健康についての講座や相談を行っています。地域の自
主グループなどの運動の日もあります。（日程変更あり。詳
しくは問い合わせを）
対象  どなたでも参加できます
時・場所  各仮設住宅集会所
▼高砂1丁目公園　9月28日（金）10：00～、10月3日
（水）10：00～　▼鶴巻1丁目東公園　10月2日（火）13：
15～　▼福田町南１丁目公園　9月17日（月・祝）10：00
～、10月1日（月）10：00～　▼岡田西町公園　9月11日
（火）13：30～、9月27日（木）10：00～、10月9日（火）
13：30～　▼港南西公園　10月5日（金）10：00～　▼仙
台港背後地6号公園　9月19日（水）10：00～　▼扇町1
丁目公園　9月21日（金）13：30～　▼扇町4丁目公園　
9月12日（水）10：00～、10月10日（水）10：00～
問  022-291-2111（内線6782、6784）宮城野区家庭健康
課健康増進係

住宅の解体・撤去
　震災で損壊した家屋などを解体・撤去します。
対象  個人や中小企業者が所有する家屋などで、り災証明書に
おいて全壊または大規模半壊と判定された物件（個人が自ら
居住する住宅は半壊と判定された物件を含む）
問  022-263-8590仙台市環境局震災廃棄物対策室「損壊家屋
の解体・撤去」専用ダイヤル（平日9：00～17：00）
http://www.city.sendai.jp/hisaishien/1198661_2751.html

津波がれきなどの撤去
　津波で漂着したがれき、土砂、塩害で枯れ伐採した樹木、
津波損壊した家屋から生じたがれき（業者に依頼したものを
除く）や家財を撤去します。
問  022-214-8680仙台市環境局震災廃棄物対策室
http://www.city.sendai.jp/hisaishien/2-9-1tekkyo.html

赤い羽根　地域ボランティア活動支援事業
第4次応募の受付が開始します
　赤い羽根共同募金会では「災害ボランティア・NPO活動サ
ポート募金」助成事業として、東日本大震災被災地の地元住
民グループなどによるボランティア活動を支援する助成金の
第4次応募を受付けます。
対象  宮城県で地元住民のグループなどによる、助け合い活動
を行う住民団体やボランティアグループ、NPO法人など、県
民5名以上で構成される非営利団体
対象事業例  ①引っ越し・片付け、見守り訪問などの生活支援活
動②季節の行事、住民交流などのサロン活動③子どもの学習
支援や一時預かりなどの子ども支援
配分金額  1団体1回につき10万円
応募受付期間  第4次応募：10月1日（月）～10月31日（水）必着。
助成決定11月下旬
応募方法  各団体から市町村共同募金会を通じ申請します。まず
は下記にお問い合わせください
問  022-212-3010仙台市市民活動サポートセンター

出前講座を行っています
　東北財務局では、お近くの集会所や市民センターなどに
おうかがいし、金融犯罪被害に巻き込まれないよう、日ごろ
から心がけてほしいことなどを、分かりやすく説明する出前
講座を行っています。お気軽にお問い合わせください。
対象  どなたでも利用できます
講座メニュー  未公開株や社債などのあやしい投資勧誘、ヤミ金融
や振り込め詐欺、私的整理ガイドラインや多重債務相談　など
問  022-266-5703（直通）、022-263-1111（内線3080）東北財務局
金融監督第三課　青葉区本町3-3-1　仙台合同庁舎4階

深沼海岸清掃ボランティア募集
　深沼海岸の歴史のお話を聞いた後、深沼海岸の清掃を行
います。参加するボランティアを募集中です。
日時  9月16日（日）9：00～14：00
七郷市民センター1階和室集合
用意するもの  軍手、携帯ラジオ（お持ちの方）、昼食など。ケガ対
策・熱中症対策などは各自お願いします
※ボランティア保険は要事前加入
問  090-3385-5567NPO法人みやぎ災害救援ボランティアセン
ター／KIDS NOW（長山）

東北厚生年金病院の健康講話
　地域の方々が明るく健康な生活が送れるよう、東北厚生年
金病院が健康講話を開催しています。参加無料
日時  毎月第2・4水曜日　13：30～14：30
所  東北厚生年金病院　2階　大会議室
内容  9月12日（水）　第70回記念講演「寝たきりにならないた
めにできること！～新たな概念　ロコモケアを中心に～」（整形
外科部長）　9月26日（水）　①「頭のリハビリテーション　脳
のトレーニング」（作業療法士）、②「“防災対策”自分の身は
自分で守る！」（看護科長）
問  022-259-1221東北厚生年金病院　庶務課

以下の支援制度が2012年9月28日で申請終了します
支援を希望する方は期日までに申請を済ませてください。
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仮設住宅やご近所で開催される催し物や相談会、
支援団体による支援情報などを紹介します。
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二
十
〜
二
十
九
日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
フ
ェ
ス
タ
で
、
夢
メ
ッ
セ
は
震

災
か
ら
一
年
四
ヵ
月
ぶ
り
の
復
活
を
果
た

し
ま
し
た
。

　
昨
年
三
月
十
一
日
の
震
災
発
生
時
は
、

仙
台
放
送
が
中
心
に
な
っ
て
開
催
し
た
イ

ベ
ン
ト
「
グ
ル
メ
コ
ロ
シ
ア
ム
」
の
初
日
。

平
日
の
昼
間
な
が
ら
、
会
場
に
は
約
千
人

が
い
ま
し
た
。
津
波
が
い
つ
襲
っ
て
く
る

の
か
分
か
ら
な
い
緊
迫
し
た
状
況
の
な

か
、
来
場
者
や
イ
ベ
ン
ト
関
係
者
ら
は
展

示
場
に
隣
接
す
る
事
務
棟
に
逃
げ
込
み
ま

し
た
。
避
難
時
に
は
来
場
者
同
士
が
助
け

合
う
姿
が
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
ま
し
た
。

「
い
か
つ
い
外
見
の
若
い
人
が
、
車
い
す

の
高
齢
者
を
運
ん
で
い
た
ん
で
す
よ
」と
、

夢
メ
ッ
セ
を
管
理
す
る
み
や
ぎ
産
業
交
流

セ
ン
タ
ー
の
岡
野
博
総
務
課
長
が
振
り
返

り
ま
す
。

　
近
く
の
港
か
ら
大
津
波
が
押
し
寄
せ
、

事
務
棟
1
階
は
完
全
に
浸
水
。
ガ
ラ
ス

張
り
の
建
物
に
は
大
量
の
車
が
突
き
刺

さ
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
地
震
と
津

波
に
よ
る
犠
牲
者
は
出
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
お
客
さ
ん
の
自
己
判
断
が
的
確
で
、
イ
ベ

ン
ト
主
催
者
の
仙
台
放
送
ス
タ
ッ
フ
が
迅

速
に
対
応
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け

で
な
く
、助
け
合
い
の
心
が
皆
さ
ん
に
あ
っ

た
こ
と
が
全
員
の
無
事
に
つ
な
が
っ
た
と

思
い
ま
す
」
と
佐
々
木
憲
男
事
業
課
長
は

当
時
を
の
こ
と
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
建
物
周
辺
の
ガ
レ
キ
は
震
災
か
ら
一
ヵ

月
ほ
ど
で
目
立
つ
部
分
は
片
づ
け
ら
れ
、

復
旧
工
事
が
着
々
と
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

夢
メ
ッ
セ
周
辺
は
、
仮
設
住
宅
建
設
に
向

け
て
資
材
置
き
場
と
な
り
、
住
宅
支
援
の

一
翼
を
担
う
こ
と
に
も
な
り
ま
し
た
。
建

物
が
完
全
復
旧
し
た
の
は
、今
年
六
月
末
。

今
回
の
自
動
車
フ
ェ
ス
タ
開
催
直
前
ま
で

工
事
が
続
き
、
一
階
か
ら
二
階
に
移
さ
れ

た
新
事
務
所
内
の
整
理
も
ま
ま
な
ら
な
い

慌
た
だ
し
い
状
況
の
な
か
、
準
備
は
急

ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
復
旧
ま
で
の
一
年
四
ヵ
月
間
、
八
十
近

く
の
イ
ベ
ン
ト
が
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
ま
し

た
。
復
旧
日
が
確
定
す
る
と
、
全
国
の
イ

ベ
ン
ト
主
催
者
か
ら
予
約
が
殺
到
し
、
年

度
末
ま
で
週
末
は
埋
ま
っ
て
い
る
状
態
に

ま
で
「
復
活
」
し
ま
し
た
。「
う
れ
し
い

悲
鳴
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
震
災
を
理
由
に

離
れ
て
し
ま
っ
た
イ
ベ
ン
ト
主
催
者
は
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
む
し
ろ
復
旧
を
『
待
っ

て
ま
し
た
』
と
い
う
感
じ
で
、
皆
戻
っ
て

き
て
く
れ
た
ん
で
す
」
と
、
佐
々
木
さ
ん

は
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

　
自
動
車
フ
ェ
ス
タ
会
場
に
は
、
ク
ラ

シ
ッ
ク
カ
ー
か
ら
、
未
来
の
車
ま
で
約

百
十
台
が
所
狭
し
と
展
示
さ
れ
、
来
場
者

は
写
真
を
撮
っ
た
り
、
車
内
を
の
ぞ
き
こ

ん
だ
り
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
屋
外

に
は
、
は
た
ら
く
車
の
試
乗
体
験
コ
ー

ナ
ー
が
あ
り
、
夏
休
み
の
家
族
連
れ
が
行

列
を
つ
く
り
ま
し
た
。
津
波
被
災
の
爪
痕

を
感
じ
さ
せ
な
い
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

　
夢
メ
ッ
セ
み
や
ぎ
に
は
、
こ
れ
か
ら
も

人
々
の
夢
が
集
ま
り
、
仙
台
港
地
区
復
興

の
要
と
な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

施
設
に
押
し
寄
せ
る
大
津
波

助
け
合
い
の
心
で
無
事
に
避
難

震
災
後
初
イ
ベ
ン
ト
の
後
は

全
国
か
ら
施
設
予
約
が
殺
到

取材：高瀬絵梨香＠東北学院大学、下澤大祐＠東北大学
情報ボランティア＠仙台　ブログでも発信中です。
「夢メッセみやぎ　自動車フェスタで復活」http://fl at.kahoku.co.jp/u/volunteer16/　より（地域SNS「ふらっと」ブログ）

みやぎ産業交流センターの岡野博・総務
課長（左）と佐々木憲男・事業課長

〝
●
●
●
●
●
●
●
〞

夢メッセみやぎ敷地内の建物屋上に避難するイ
ベント来場者ら（夢メッセみやぎ提供）

家族連れでにぎわう「とうほく自動車フェスタ」
の会場

ハンドケアボランティア募集
　被災女性の団体によるボランティア活動です。午前中
にプロの講師によるハンドケア法を学び、午後から被災
された方にハンドケアを実践します。
対象  18歳以上でボランティア保険加入の方
時・場所  ▼9月12日（水）石巻市万石浦公園仮設住宅　▼9
月17日（月・祝）仙台市あすと長町仮設住宅　▼9月19日
（水）石巻市開成地区第11仮設住宅　▼9月22日（土・
祝）石巻市大橋仮設住宅　▼9月25日（火）仙台市仙台港
背後地6号公園仮設住宅　▼9月29日（土）石巻市大森地
区第2仮設住宅
申込方法  ホームページ申込フォームより
問  090-4887-1977杜の都チームドルフィンドリーム（天野）
Web: http://www.dolphindream.jp/idta/1000project.htm

東北厚生年金病院の健康講話
　地域の方々が明るく健康な生活が送れるよう、東北厚
生年金病院が健康講話を開催しています。参加無料。
時  毎月第2・4水曜日　13：30～14：30
場所  東北厚生年金病院　2階　大会議室
内容  9月12日（水）　第70回記念講演「寝たきりにならない
ためにできること！～新たな概念　ロコモケアを中心に～」
（整形外科部長）
9月26日（水）　①「頭のリハビリテーション　脳のトレーニ
ング」（作業療法士）、②「“防災対策”自分の身は自分で守
る！」（看護科長）
問  022-259-1221東北厚生年金病院　庶務課

深沼海岸清掃ボランティア募集
　深沼海岸の歴史のお話を聞いた後、深沼海岸の清掃
を行います。参加するボランティアを募集中です。
時  9月16日（日）9：00～14：00
七郷市民センター1階和室集合（若林区荒井字堀添65-5）
用意するもの  軍手、携帯ラジオ（お持ちの方）、昼食など。ケ
ガ対策・熱中症対策などは各自お願いします
※ボランティア保険は要事前加入
問  090-3385-5567NPO法人みやぎ災害救援ボランティア
センター／KIDS NOW（長山）

赤い羽根　地域ボランティア活動支援事業
第4次応募の受付を開始します
　宮城県共同募金会では赤い羽根「災害ボランティア・
NPO活動サポート募金」助成事業として、東日本大震災
被災地の地元住民グループなどによるボランティア活動
を支援する助成金の第4次応募を受け付けます。
対象  宮城県で地元住民のグループなどによる、助け合い活
動を行う住民団体やボランティアグループ、NPO法人など、
県民5名以上で構成される非営利団体
対象事業例  ①引っ越し・片付け、見守り訪問などの生活支援
活動②季節の行事、住民交流などのサロン活動③子ども
の学習支援や一時預かりなどの子ども支援
配分金額  1団体1回につき10万円まで
応募受付期間  第4次応募：10月1日（月）～10月31日（水）必
着。助成決定11月下旬
応募方法  各団体から市町村共同募金委員会を通じ申請しま
す。仙台市内の団体は下記にお問い合わせください
問  022-223-2026
仙台市社会福祉協議会地域福祉課地域福祉係

仮設住宅出前講座
内容  「せんだいつるしびな」をつくろう！
高砂地域は「せんだいつるしびな」の発祥地。2回目の来
仙となる茂村先生が、作り方を指導します。
時  9月7日（金）10:00～
場所  高砂市民センター（宮城野区高砂1-24-9）
対象  仮設住宅や借り上げ民間賃貸住宅にお住まいの方

内容  人形劇を楽しもう
地元ボランティアサークルが人形劇を披露します。ほの
ぼのとした懐かしさを感じてください。
時  9月28日（金）10:00～
場所  仙台港背後地6号公園仮設住宅集会所
対象  仙台港背後地6号公園仮設住宅にお住まいの方

問  022-258-1010高砂市民センター

出前講座を行っています（無料です）
　東北財務局では、お近くの集会所や市民センターなどに
お伺いし、金融犯罪被害に巻き込まれないよう、日ごろか
ら心がけてほしいことなどを、分かりやすく説明する出前
講座を行っています。お気軽にお問い合わせください。
対象  どなたでも利用できます
講座メニュー  ・未公開株や社債などのあやしい投資勧誘
・ヤミ金融や振り込め詐欺
・私的整理ガイドラインや多重債務相談など
問  022-266-5703（直通）、022-263-1111（内線3080）東北
財務局　金融監督第三課（青葉区本町3-3-1　仙台合同庁
舎4階）

ひとり親家庭就職・転職支援セミナー
　就職活動に必要な知識や、自身のコミュニケーション
能力の自己分析など、就職に必要な情報をお伝えします。
対象  仙台市内のひとり親家庭および寡婦10名
日時  10月7日（日）10：00～12：00
会場  宮城県母子福祉センター（要予約、参加無料）
※託児あり（3歳～小学3年、先着5名、要予約）
申込方法  希望者の氏名、住所、電話番号、託児の有無（有
の場合子どもの氏名、性別、年齢）を明記し郵送、Eメール、
FAXで申込ください。電話受付も可
締切  10月5日（金）16：00必着
問  宮城県母子福祉センター
〒983-0832宮城野区安養寺3-7-3　TEL＆FAX：022-256-6512
Eメール：miyagi-boren@r6.dion.ne.jp

健康応援団
　健康についての講座や相談を行っています。地域の自
主グループなどの運動の日もあります。（日程変更あり。詳
しくは問い合わせを）
対象  どなたでも参加できます
時・場所  各仮設住宅集会所
▼高砂1丁目公園　9月28日（金）10：00～、10月3日
（水）10：00～　▼鶴巻1丁目東公園　10月2日（火）13：
15～　▼福田町南１丁目公園　9月17日（月・祝）10：00
～、10月1日（月）10：00～　▼岡田西町公園　9月11日
（火）13：30～、9月27日（木）10：00～、10月9日（火）
13：30～　▼港南西公園　10月5日（金）10：00～　▼仙
台港背後地6号公園　9月19日（水）10：00～　▼扇町1
丁目公園　9月21日（金）13：30～　▼扇町4丁目公園　
9月12日（水）10：00～、10月10日（水）10：00～
問  022-291-2111（内線6782、6784）宮城野区家庭健康
課健康増進係

住宅の解体・撤去
　震災で損壊した家屋などを解体・撤去します。
対象  個人や中小企業者が所有する家屋などで、り災証明書に
おいて全壊または大規模半壊と判定された物件（個人が自ら
居住する住宅は半壊と判定された物件を含む）
問  022-263-8590仙台市環境局震災廃棄物対策室「損壊家屋
の解体・撤去」専用ダイヤル（平日9：00～17：00）
http://www.city.sendai.jp/hisaishien/1198661_2751.html

津波がれきなどの撤去
　津波で漂着したがれき、土砂、塩害で枯れ伐採した樹木、
津波損壊した家屋から生じたがれき（業者に依頼したものを
除く）や家財を撤去します。
問  022-214-8680仙台市環境局震災廃棄物対策室
http://www.city.sendai.jp/hisaishien/2-9-1tekkyo.html

赤い羽根　地域ボランティア活動支援事業
第4次応募の受付が開始します
　赤い羽根共同募金会では「災害ボランティア・NPO活動サ
ポート募金」助成事業として、東日本大震災被災地の地元住
民グループなどによるボランティア活動を支援する助成金の
第4次応募を受付けます。
対象  宮城県で地元住民のグループなどによる、助け合い活動
を行う住民団体やボランティアグループ、NPO法人など、県
民5名以上で構成される非営利団体
対象事業例  ①引っ越し・片付け、見守り訪問などの生活支援活
動②季節の行事、住民交流などのサロン活動③子どもの学習
支援や一時預かりなどの子ども支援
配分金額  1団体1回につき10万円
応募受付期間  第4次応募：10月1日（月）～10月31日（水）必着。
助成決定11月下旬
応募方法  各団体から市町村共同募金会を通じ申請します。まず
は下記にお問い合わせください
問  022-212-3010仙台市市民活動サポートセンター

出前講座を行っています
　東北財務局では、お近くの集会所や市民センターなどに
おうかがいし、金融犯罪被害に巻き込まれないよう、日ごろ
から心がけてほしいことなどを、分かりやすく説明する出前
講座を行っています。お気軽にお問い合わせください。
対象  どなたでも利用できます
講座メニュー  未公開株や社債などのあやしい投資勧誘、ヤミ金融
や振り込め詐欺、私的整理ガイドラインや多重債務相談　など
問  022-266-5703（直通）、022-263-1111（内線3080）東北財務局
金融監督第三課　青葉区本町3-3-1　仙台合同庁舎4階

深沼海岸清掃ボランティア募集
　深沼海岸の歴史のお話を聞いた後、深沼海岸の清掃を行
います。参加するボランティアを募集中です。
日時  9月16日（日）9：00～14：00
七郷市民センター1階和室集合
用意するもの  軍手、携帯ラジオ（お持ちの方）、昼食など。ケガ対
策・熱中症対策などは各自お願いします
※ボランティア保険は要事前加入
問  090-3385-5567NPO法人みやぎ災害救援ボランティアセン
ター／KIDS NOW（長山）

東北厚生年金病院の健康講話
　地域の方々が明るく健康な生活が送れるよう、東北厚生年
金病院が健康講話を開催しています。参加無料
日時  毎月第2・4水曜日　13：30～14：30
所  東北厚生年金病院　2階　大会議室
内容  9月12日（水）　第70回記念講演「寝たきりにならないた
めにできること！～新たな概念　ロコモケアを中心に～」（整形
外科部長）　9月26日（水）　①「頭のリハビリテーション　脳
のトレーニング」（作業療法士）、②「“防災対策”自分の身は
自分で守る！」（看護科長）
問  022-259-1221東北厚生年金病院　庶務課

以下の支援制度が2012年9月28日で申請終了します
支援を希望する方は期日までに申請を済ませてください。



移転・現地再建、全ての仲間を尊重して活動を進めています
生まれ育った岡田・新浜を離れずに暮らしたいという遠藤芳広さん。
「野良仕事をしながら、遠くに仙台市街が眺められる環境が好きだった」と言います。
新浜の景色が震災で一変し、現在は「新浜復興の会」の世話人代表を務めています。
会合では若手が多い移転再建グループと年配者が多い現地再建グループ
両者の意見をまとめ、新浜独自の現地復興計画の策定や行政への要望などを行っています。
「どちらのグループでも復興に対する気持ちを持続するためには　
『5年後10年後には、こうありたい！』という夢を持つことが必要。
その上で今後の新浜は、多重堤防や津波避難施設は元より、野球場などの運動施設が復旧し、
地域資源を活かせる道の駅のような施設も出来れば、新浜の魅力が増し
住みたいと思う人が増えるのでは？」と、遠藤さんは一歩先の姿を心に描いています。
震災から1年半が経過し、今後の身の振り方などの判断を一層迫られるなか、
移転再建グループは移転先の協議を開始し、
現地再建グループは仮設集会所の設置に向けて動き始めました。
両者共に多くの課題を抱えながらも、互いの思いを尊重しつつ復興の歩みを進めています。

今月の
ひと

震災復興 地域かわら版
http://www.sendai-mirain.com　

「みらいん」は、

震災からの復興に向けて

歩むまち・仙台の “ひと”と “地域 ”の

今を結ぶ情報紙です。

住民の、新浜への思いを冷静な視点で束ねる　

新浜復興の会　世話人会代表

◀「進捗状況は町内住民に
随時流すようにしていま
す」と皆さんへの配慮を
忘れません
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パ ズ ルク ロ ス ワ ー ド
①これから収穫の秋。宮城米の代表的な品種といえば
②ネコが研いだり、ひっかいたり
③カレー粉の原料、黄色の染料、漢方薬などになる草
④かつての大河ドラマ『○○の木は残った』のゆかりの地である柴田町。
町の木も、○○の木
⑦仙台市の熱気あふれる一大イベント、みちのく○○○○まつりは、
１０月６～７日の開催
⑧アルカリ性の反対は、○○性
⑨角田市の木。堅くて、ドングリの実がなります
⑪塩釜水産物仲卸市場内で食べる、マイ○○○○丼は観光客に大人気
⑬仙台市の木。定禅寺通りにある並木でおなじみ
⑮俗に、○○○は損気
⑱○○字は歓迎され、○○星は嫌がられます。同じ色が入りますが

①○○○○は発明の母
④蔵王町で梨と並ぶ名産のくだもの。町の花も、○○の花
⑤９月１５～１６日、○○市で開催される、とよま秋まつり
⑥カレンダーを日本語で
⑧宮城県ゆかりの民謡、祝い唄。『○○○時雨』
⑩空母といえば、航空○○○のこと
⑫９月１～２日に鳴子温泉郷で開催された、全国○○○祭り
⑭柔道などで聞かれる、「○○に始まり○○に終わる」
⑮クルマや自転車でパンクするのは？
⑯渡る○○○に鬼はない
⑰秋の代表的な花。富谷町の花にもなっています
⑲宮城県が国内最大の養殖産地。食卓でもおなじみの○○鮭
⑳名取駅から仙台駅を見た方向
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佐藤和丸（さとう　かずまる）
若林区日辺の浄土真宗大谷派・德照寺住職。情報誌への執筆や居酒屋での説法会などを行う、ユニークな人柄と
行動力の持ち主。
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　地
震
も
津
波
も
集
中
豪
雨
も
竜
巻
も
、
た
だ

の
自
然
現
象
で
す
。
そ
れ
が
災
害
と
化
す
の
は

そ
こ
に
人
間
が
住
む
か
ら
で
す
。
海
に
出
て
漁

を
生
業
と
す
る
人
は
海
辺
に
住
み
、
農
耕
に
従

事
す
る
人
は
氾
濫
の
度
毎
に
田
畑
が
肥
え
る
河

川
の
傍
に
住
み
ま
す
。
そ
の
方
が
便
利
だ
か
ら

で
す
。
か
つ
て
先
祖
が
そ
の
た
め
に
犠
牲
に
な
っ

た
と
い
ふ
史
実
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
津
波
や

洪
水
が
怖
い
か
ら
と
云
っ
て
山
側
の
高
台
に
暮

ら
す
わ
け
に
は
行
か
な
い
の
で
す
。

　田
舎
の
寺
は
、
ど
こ
も
そ
ん
な
先
祖
伝
来
の

土
地
に
不
条
理
さ
を
感
じ
つ
つ
も
、
慎
ま
し
や

か
に
暮
ら
す
民
衆
と
共
に
あ
り
ま
し
た
。
寺
は

今
、
被
災
さ
れ
た
方
々
の
心
の
、
そ
し
て
身
の

支
へ
に
な
っ
て
ゐ
る
で
せ
う
か
。
寺
族
の
三
人

も
が
津
波
に
さ
ら
は
れ
、
お
檀
家
衆
も
沢
山
亡

く
な
り
、
本
堂
も
庫
裏
も
墓
所
も
跡
形
も
な
く

消
失
。
そ
れ
で
も
四
箇
月
後
の
お
盆
に
は
、
プ

レ
ハ
ブ
の
仮
説
教
所
を
急
ぎ
建
て
て
法
要
を
勤

め
上
げ
た
真
宗
寺
院
が
気
仙
沼
に
あ
り
ま
す
。

日
頃
の
親
密
な
檀
家
と
寺
の
関
係
が
目
に
浮
か

び
ま
す
。
皮
肉
に
も
、
現
存
し
て
ゐ
る
日
本
仏

教
の
ほ
と
ん
ど
が
天
災
や
疫
病
や
内
戦
や
大
火

や
飢
饉
で
、
我
が
国
の
歴
史
上
最
悪
と
云
は
れ

た
鎌
倉
時
代
に
こ
そ
誕
生
し
て
ゐ
る
の
で
す
。
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　岡田の鈴木しのさんからうかがった、「朝茶はそ
の日の難を逃れる」。不思議な魅力と説得力をもつ
言葉です。朝茶をいただく少しのゆとりが、1日を
気分よく過ごすコツなのですね。 （芳賀）

　福田町仮設住宅の平山まさ子さん宅にお邪魔
して散髪してもらいました。夏に合うすっきりした
スタイルで涼しいです。さすが床屋を営んでいた
だけあってハサミさばきも見事でした。 （おおが）

お住まいを移転されると、移転先に「みらいん」が届かなくなる可能性が
あります。引越し後もひき続き購読を希望される方は、編集部までご一報
ください。
宛　先：〒984-0011 仙台市若林区六丁の目西町2-12　「みらいん」編集部
T E L：022-390-5755
FA X：022-390-5756　　e-mail：kawara@mmmm.or.jp 

・・・・お住まいを移転される方へ・・・・
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次号は 2012 年 10 月上旬に発行予定です。

前回のこたえ

でした。
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